
(様式第10)

東海北陸厚生局長　殿

公立大学法人名古屋市立大学 印
理事長　郡　健二郎

1　開設者の住所及び氏名

(注)

2　名称

3　所在の場所
〒 －

電話(052)851－5511　　　　

4　診療科名
4-1　標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜
2

(注)　上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2　標榜している診療科名
(1)内科

内科 有 ・ 無
内科と組み合わせた診療科名等
1 消化器内科 2 肝臓内科 3 循環器内科 4 神経内科 5 心療内科　

診療実績

(注) 1

(注) 2

(注) 3

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄に
は法人の名称を記入すること。

「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

２ ６ 病 事 務 第 ６ ２ 号
平 成 26 年 10 月 1 日

〒467-8602　愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１
公立大学法人　名古屋市立大学

名古屋市立大学病院

「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科名等」
欄に記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

名古屋市立大学病院の業務に関する報告について

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3の規定に基づき、平成25年度の業務に
関して報告します。

記

467 8602

愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１

住 所
氏 名

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か
つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜



(2)外科
外科 有 ・ 無
外科と組み合わせた診療科名等
1 消化器外科 2 心臓血管外科 3 小児外科

診療実績

(注) 1

(注) 2

(3)その他標榜していることが求められる診療科名
1 精神科 2 小児科 3 整形外科 4 脳神経外科 5 皮膚科 6 泌尿器科 7 産婦人科
8 産科 9 婦人科 10 眼科 11 耳鼻咽喉科 12 放射線科 13 放射線診断科

14 放射線治療科 15 麻酔科 16 救急科
(注)　標榜している診療科名の番号に○印を付けること。

(4)歯科
歯科 有 ・ 無
歯科と組み合わせた診療科名等
1 歯科口腔外科
歯科の診療体制

(注) 1

(注) 2

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名
1 病理診断科

(注)　標榜している診療科名について記入すること。

5　病床数

3 6 床 床 床 床 7 7 2 床 8 0 8 床

「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標
榜している診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

精 神 感 染 症 結 核 療 養 一 般 合 計

「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。



6　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数
（平成 2 6 年 9 月 1 日現在）

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

(注) 1 　申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。
(注) 2 　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
(注) 3

7　専門の医師数 （平成 年 月 1 日現在）

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人

(注)

8　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数
歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2

(注) 3

(注) 4

(注) 5

「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、
「歯科等以外」欄にはそれ以外の診療科を受診した患者数を記入すること。

入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦
日で除した数を記入すること。

外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で
除した数を記入すること。

調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除し
た数を記入すること。

必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療
法施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

660.5
1,846.1

1,346
170.8

4
必 要 薬 剤 師 数
必 要 （ 准 ） 看 護 師 数

656.8
1,773.5

3.7
72.6

39
392

１日当たり平均入院患者数
１日当たり平均外来患者数
１日当たり平均調剤数
必 要 医 師 数
必 要 歯 科 医 師 数

14
4

217

　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数
と常勤の者の員数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

9
13
18
11
21

合　計

24
37
12
16
9
16
13

泌 尿 器 科 専 門 医
産 婦 人 科 専 門 医

眼 科 専 門 医
耳鼻咽喉科専門医
放 射 線 科 専 門 医
脳神経外科専門医
整 形 外 科 専 門 医
麻 酔 科 専 門 医
救 急 科 専 門 医

総 合 内 科 専 門 医
外 科 専 門 医
精 神 科 専 門 医
小 児 科 専 門 医
皮 膚 科 専 門 医

16
94
13

「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換
算した員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出
して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

専門医名 人　数 専門医名 人　数

1.6

1.0

8.8

0
1
44

0
1
8

2
0
1

その他の技術員

その他の職員

事 務 職 員
栄 養 士

762 22 779.6 10 15
28 0 28.0 0 0あん摩マッサージ指圧師

医療社会事
業従事者

義肢装具士

0

0 0 0.0 3 2

0

4 10 12.0 10 48
臨
床
検
査

204 204 367.2 53

42 2 43.6 3

歯科技工士

臨床工学技士

診療放射線技師

助 産 師
看 護 師

准看護師
歯科衛生士

管理栄養士

員 数
医 師

歯科医師

薬 剤 師

保 健 師

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

診療エック
ス線技師

臨床検査技
師

衛生検査技
師

そ の 他

職 種 職 種 職 種常 勤 非 常 勤 合 計 員 数

25 10



9　施設の構造設備

㎡ 床

［固定式の場合］ ㎡ 床

［移動式の場合］ 台

［専用室の場合］ ㎡

［共用室の場合］ 共用する室名
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ 室数 室 人
㎡ 室数 室 冊程度

(注) 1 　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
(注) 2 　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

10　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

Ａ： 人

Ｂ： 人

Ｃ： 人

Ｄ： 人

(注) 1

(注) 2 　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
(注) 3 　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入す
ること。

12,944
12,615
1,480
22,586

算
出
根
拠

逆 紹 介 率63.9 55.9
平成25年　4月　1日～平成26年　3月31日算 定 期 間

紹 介 患 者 の 数
他の病院又は診療所に紹介した患者の数
救急用自動車によって搬入された患者の数

初 診 の 患 者 の 数

紹 介 率

収容定員
蔵 書 数

320
5,300

1
296.98

S造
一部SRC/RC造

病理標本染色封入システム
解剖台、臓器撮影台、滅菌装置
クリーンベンチ　オートクレーブ滅菌装置

有
有

床面積

台 数
病床数245.97 15

心 細 動 除 去 装 置
ペ ー ス メ ー カ ーその他の救急蘇生装置

有
有

S造
一部SRC/RC造

S造
一部SRC/RC造

病 理 解 剖 室
研 究 室
講 義 室
図 書 室

病 床 数
人 工 呼 吸 装 置

床面積 62.81

367.85

520.90
123.15
221.79
81.18
193.13
401.90

無 菌 病 室 等

医 薬 品
情 報 管 理 室

化 学 検 査 室
細 菌 検 査 室
病 理 検 査 室

SRC造

検体検査システム
微生物検査システム

施 設 名 床 面 積 主要構造 設 備 概 要
集 中 治 療 室 心 電 計 有14



(様式第2)

1　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

取扱患者数

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類

IL28Bの遺伝子診断によるインターフェロン治療効果の予測評価 28

硬膜外自家血注入療法 0

腹腔鏡下膀胱尿管逆流防止術 9



(様式第2)

2　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類 取扱患者数

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性で
あって、ＨＥＲ２が陰性のものに限る。)

2



(様式第2)

3　その他の高度の医療
人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

CT画像から仮想気管支鏡画像を作成する。3D画像による対象部位の表示が可能であり、気管支鏡検査室の
ベッドサイドでアプローチ経路の確認が可能。

難治性の白血病、リンパ腫や重症再生不良性貧血患者を対象としたHLA一致もしくは一部不一致ドナーを用い
た、血縁および非血縁者間造血幹細胞移植療法

医療技術名 自家末梢血幹細胞移植療法 取扱患者数 6

主に、初発の多発性骨髄腫および再発性悪性リンパ腫を対象とし、大量化学療法併用の自家末梢血幹細胞移
植療法

医療技術名 同種血縁および非血縁者間造血幹細胞移植療法 取扱患者数 9

びまん性胸膜疾患による胸水貯留症例に対し、手術に比べ大幅に侵襲を低減して確定診断が可能。

医療技術名 蛍光気管支鏡による胸部疾患の診断 取扱患者数 3

がん病巣における自家蛍光の減弱性質を利用し、特定波長下に気管支鏡を行うことで通常光では認識困難な
気道の上皮内癌病変を高感度に検出する。

医療技術名 仮想気管支鏡ソフトウェア（ビーエフ ナビ） Bf-NAVI 取扱患者数 28

従来非侵襲的なアプローチが困難であった縦隔リンパ節病変に対し、超音波ガイド下に生検を行うことで高
い診断率と安全性を実現した。

医療技術名 呼気一酸化窒素濃度 取扱患者数 250

呼気中の一酸化窒素濃度を測定することにより、喘息など好酸球性気道炎症の存在が推定可能。病態解明や
治療効果判定への応用が期待される。

医療技術名 局所麻酔下胸腔鏡による胸膜疾患の診断 取扱患者数 3

医療技術名 誘発喀痰 取扱患者数 150

高張食塩水(3%)吸入により喀痰を採取し、その細胞所見やメディエーター濃度等を検討する。炎症性気道疾
患の病態解析に有効

医療技術名 超音波気管支鏡下リンパ節生検（EBUS-TBNA) 取扱患者数 48

高度の医療の提供の実績

医療技術名 気道過敏性試験（アストグラフ法） 取扱患者数 120

メサコリン吸入により気道の過敏性および反応性を診る。喘息の診断や治療効果の目安となる。

医療技術名 インパルスオッシレーション法（ＩＯＳ） 取扱患者数 200

安静呼吸時に、複数の周波数波を気道内に送り、各周波数ごとの呼吸抵抗などを測定する検査。周波数によ
り中枢気道成分と末梢気道成分を分けて測定が可能。

医療技術名 悪性胸膜中皮腫に対する胸膜肺全摘術 取扱患者数 2

悪性胸膜中皮腫は比較的早期の症例に対して胸膜肺全摘術を行うが、心膜および横隔膜の切除再建は容易な
手術ではない。当院では本手術に関するオリジナルの手術手技の工夫を行い、指導を行っている。



人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

医療技術名 脊椎内視鏡手術 取扱患者数 10

内視鏡を用いて、小さい皮膚切開で骨や靭帯を削り、または、椎間板ヘルニアを切除して神経の圧迫を取り
除く手術

医療技術名 脊椎側弯症手術 取扱患者数 10

成長期に脊椎が弯曲して変形する側弯症に対して、曲がりを矯正して固定する手術

医療技術名 エストロゲン受容体陽性HER2陰性乳癌に対するS-1術後療法ランダム化比較第Ⅲ相試験 取扱患者数 9

本試験は、「厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準の制定等に伴う実施上の留意事 項及び先進医療に
係る届出等の取扱いについて」に基づき、S-1 の乳癌術後療法における有効性および安全性を検討するため
に、先 進医療  B  として実施する試験である。

医療技術名 ヒルシュスプルング病修復術 取扱患者数 2

乳児において腸管壁在神経節細胞を欠如する腸管を切除し、神経節細胞の存在する腸管を肛門に吻合して排
便機能および禁制機能を修復する。

医療技術名 先天性小腸閉鎖症修復術（低出生体重児） 取扱患者数 1

低出生体重児における、先天的に離断している小腸の一期的修復。

医療技術名 先天性食道閉鎖症修復術 取扱患者数 1

先天的に離断している食道を、新生児期早期の一期的あるいは多期的に修復する。

医療技術名 胆道閉鎖症手術 取扱患者数 1

消失した肝外胆道を、生後2-3ヵ月時に再建する。

医療技術名 仙尾部奇形腫摘出術 取扱患者数 1

骨盤内から直腸背側に突出する腫瘍を、新生児期早期に直腸機能温存を図りながら再発母地を含めて摘出す
る。

胸腔鏡下胸腺腫瘍切除術 取扱患者数 3

胸腺内にとどまる胸腺腫に対する胸腔鏡下手術は胸骨を縦断することなく施行可能であり、患者のメリット
が大きいが、大血管の損傷など、致命的になる可能性があり、熟練を要する。当院では本手術に関するオリ
ジナルの手術手技の工夫を行い、指導を行っている。

医療技術名 先天性十二指腸閉鎖症修復術 取扱患者数 2

先天的に離断状態である十二指腸を、新生児期早期に一期的に修復する。

医療技術名 中間位鎖肛修復術 取扱患者数 1

先天的に骨盤内の途中にとどまる直腸を肛門括約筋の中心に降ろし、排便機能と括約機能の両者を修復す
る。

医療技術名 破裂型臍帯ヘルニア修復術（低出生体重児） 取扱患者数 1

低出生体重児における破裂型臍帯ヘルニアを、新生児期早期に多期手術によって修復する。

医療技術名
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医療技術名 染色体相互転座に起因する習慣流産患者に対する着床前診断 取扱患者数 5

習慣流産の原因の1つである染色体相互転座は着床前診断することが出来る。

筋硬直性ジストロフィーは遺伝疾患であり、着床前診断することが出来る。

医療技術名 精巣内精子回収法（TESE）により得られた精子を用いた顕微授精 取扱患者数 9

精巣内から直接得られた精子を用いた顕微授精をおこなうことにより、この男性不妊症の患者が、生児を得
ることが出来る。

早期子宮癌は細心の注意を払った治療をすることにより、子宮を温存することができる。このことにより治
療後の妊娠を望む事が出来る。

医療技術名 子宮頸がんに対する広汎子宮全摘術 取扱患者数 7

広汎子宮全摘術は専門性の高い婦人科医のみが実施できる手術である。また術後合併症の頻度も高い。

医療技術名 筋硬直性ジストロフィーに対する着床前診断 取扱患者数 0

医療技術名 異常胎児妊娠妊婦の管理 取扱患者数 45

胎児異常妊娠は合併症のみで無く、胎児の状態の把握も重要である。

医療技術名 子宮癌に対する子宮温存療法 取扱患者数 48

医療技術名 胎児異常の出生前診断 取扱患者数 1,000

胎児異常の出生前診断は困難で、専門医による診断が必要である。また診断後のカウンセリングにも専門知
識が必要である。

医療技術名 妊娠中期破水妊娠の管理 取扱患者数 32

妊娠中期の前期破水は母体のみでなく胎児にも大きな影響を与える。集約的な治療によって妊娠分娩管理を
する。

医療技術名 前置胎盤・胎盤早期剥離などハイリスク妊婦に対する帝王切開術 取扱患者数 40

重圧な合併症を引き起こす可能性のある疾患である、高度な集約的治療により、妊娠・分娩管理をする。

医療技術名 重症妊娠高血圧症候群患者の管理 取扱患者数 20

重症妊娠高血圧症候群の患者を、高度な集約的治療により、妊娠・分娩管理をおこなう。

医療技術名 習慣流産患者の妊娠管理 取扱患者数 270

習慣流産患者の診断、治療をおこない妊娠継続分娩管理をおこなう。

医療技術名 抗リン脂質抗体症候群合併妊娠に対する抗凝固療法 取扱患者数 30

抗リン脂質抗体症候群は不育症の原因の1つであり、抗凝固療法（ヘパリン・アスピリン）により治療する。
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医療技術名 腹腔鏡下副腎・腎および腎尿管全摘術 取扱患者数 36

泌尿器科関連学会による技術認定が認められている手術。技術認定医が指導を行い、順次認定を指導してい
る。

医療技術名 .ロボット支援腹腔鏡下腎盂形成術 取扱患者数 6

ロボットの特製を生かした手術が行え、従来の腹腔鏡よりも安全・確実に手術が行える。

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術 取扱患者数 8

ロボットの特製を生かした手術が行え、従来の腹腔鏡よりも安全かつ迅速に手術が行える。

医療技術名 ロボット支援腔鏡下前立腺全摘術 取扱患者数 98

2012年4月より保険適応になり週４名の手術を行い、大きなトラブル無く施行している。前立腺周囲の解剖が
従来の腹腔鏡より繊細にわかり、より高度な手術を可能にしている。

医療技術名 鼻内拡大副鼻腔手術 取扱患者数 4

前頭羽や副鼻腔に隣接する部位に発生した腫瘍に対する鼻内手術である。

人工内耳のうめこみとその調整

医療技術名 頭頸部悪性腫瘍手術 取扱患者数 50

口腔、鼻副鼻腔、咽頭、喉頭、唾液腺、甲状腺に発生した悪性腫瘍に対する広汎切除術であり、広汎切除後
の欠損に対する再建術も含む。

医療技術名 喉頭形成術、軟骨転移術 取扱患者数 20

一側性反回神経麻痺に対し音声改善の為、破裂軟骨を内転させ、生態を内方へ圧迫する手術
最高発声時間が、３秒程度から１０秒以上にまで改善する

難治性網膜剥離である増殖硝子体網膜症に対し、輪状締結を行い、硝子体および増殖膜を切除、ガスあるい
はシリコンオイルで眼内を置換する。

医療技術名 骨導補聴器うめこみ術 取扱患者数 2

骨導補聴器のうめこみとその調整

医療技術名 人工内耳うめこみ術 取扱患者数 10

硝子体手術で後部硝子体剥離を作成し、内境界膜剥離を作成し、ガスに置換する。

医療技術名  加齢黄斑変性に対する光線力学療法 取扱患者数 28

光感受性物質を静脈内投与したのちに、レーザー光線をあて、加齢黄斑変性の脈絡膜新生血管を縮小させ
る。

医療技術名 増殖硝子体網膜症に対する増殖硝子体網膜症手術 取扱患者数 24

抗VEGF薬を硝子体内に注射して、加齢黄斑変性の脈絡膜新生血管を縮小させる。

医療技術名 黄斑円孔に対する内境界膜剥離術 取扱患者数 37

医療技術名 加齢黄斑変性に対する抗VEGF硝子体内注射 取扱患者数 912
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(注) 1
(注) 2

硬膜外腔に電極を挿入し脊髄電気刺激を行うことにより慢性疼痛を緩和させる

医療技術名 先天性心疾患の麻酔管理及び術後集中治療管理 取扱患者数 125

小児先天性心疾患患者の全身麻酔管理および術後集中治療室入室後の全身管理を行う。

顕微鏡下精索静脈瘤低位結紮術 取扱患者数 23

高位結紮術と低位結紮術が存在する。その中でも顕微鏡下に行う低位結紮術は高度な技術と時間がかかる
が、その代わりに再発が少ないメリットがある。

医療技術名 腹腔鏡下腎盂・尿管切石術 取扱患者数 1

名古屋市立大病院から初めて先進医療として厚生労働省に発信予定の手術。今までの腹腔鏡下手術を基に
行っている手術であり、腹腔内の解剖の理解につながる。

医療技術名 腹腔鏡下膀胱全摘除術

医療技術名 脊髄刺激電極植え込み 取扱患者数 7

医療技術名 グループ認知行動療法 取扱患者数 160

認知行動療法により、薬物を服用せずに（あるいは薬物と併用しながら）不安をコントロールすることを目
標としている治療プログラムであり、考え方のクセを修正し、実際に恐怖に立ち向かって恐怖感を克服する
ことを学ぶ。対象は、パニック障害・広場恐怖ならびに社交不安障害(対人恐怖、赤面恐怖)、強迫性障害と
なっている。

医療技術名 ロボット支援下逆流防止術 取扱患者数 11

先進医療として厚生労働省が認めた高度な手術である腹腔鏡手術をロボットで行った、日本で唯一行える手
術である。細かな縫合技術が必要であるが、ロボットの特徴をまさにいかせる手術である。

医療技術名

取扱患者数 8

腹腔鏡下手術においてより低侵襲な手術。特殊な器具やカメラを時に必要となりその使用により、他の腹腔
鏡手術に技術と知識が応用できる。

医療技術名 顕微鏡下精子採取術 取扱患者数 49

男性不妊症に対する補助生殖医療技術。産婦人科と協調しながら顕微鏡下に精子採取術を行っている。東海
地区の大学病院では唯一当院でしか経験できないため、特殊な手術の経験となっている。

医療技術名 尿道下裂形成術 取扱患者数 45

全国一の手術経験を持っている。拡大鏡を用いての繊細かつ高度な技術を要する。繊細な手術になるため、
形成術全般に対する知識が深まる。

医療技術名 腹腔鏡下逆流防止術 取扱患者数 8

先進医療として厚生労働省が認めた高度な手術である。小児泌尿器科領域では全国でも稀な施設である。細
かな縫合技術が必要になるため、他の腹腔鏡手術への技術応用が可能になる。

医療技術名 腹腔鏡内精巣に対する腹腔鏡下精巣固定術 取扱患者数 19

小児に対するより低侵襲な手術として腹腔鏡を全国に先駆けて取り入れ行っている。腹腔内からの精巣の観
察ができ、開腹による手術の時の理解にもつながっている。

医療技術名 腹腔鏡下腎盂形成術 取扱患者数 2

腹腔鏡下手術において経腸間膜的に行って全国でも例をみない手法を用いている。特殊な方法であるため、
解剖としての知識も必要になり、またこれを開腹手術あるいは他の腹腔鏡下手術の研修にもなっている。

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専
門的な医療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機
関での実施状況を含め、当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること(当該医療が
先進医療の場合についても記入すること)。

　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。
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(注)「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

疾 患 名 疾 患 名 取扱患者数取扱患者数

76

176

28

28

35

139

308

17

139

5

8

0

22

再生不良性貧血

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎

47

4

10

33

1

37

2

28

6

25

8

69

0

27

3

22

18

62

1

8

209

49

43

3

0

2

2

111

1

3

2

10

2

0

6

0

0

6

3

0

11

膿疱性乾癬

広範脊柱管狭窄症

原発性胆汁性肝硬変

重症急性膵炎

特発性大腿骨頭壊死症

混合性結合組織病

原発性免疫不全症候群

アミロイドーシス

ベーチェット病

多発性硬化症

重症筋無力症

全身性エリテマトーデス

スモン

バッド・キアリ(Budd-Chiari)症候群

慢性血栓塞栓性肺高血圧症

ライソゾーム病

副腎白質ジストロフィー

家族性高コレステロール血症(ホモ接合体)

脊髄性筋萎縮症

特発性間質性肺炎

網膜色素変性症

プリオン病

肺動脈性肺高血圧症

ハンチントン病

モヤモヤ病(ウィリス動脈輪閉塞症)

後縦靱帯骨化症

脊髄小脳変性症

クローン病

難治性の肝炎のうち劇症肝炎

悪性関節リウマチ

特発性血小板減少性紫斑病

結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

ビュルガー病

天疱瘡

ウェゲナー肉芽腫症

特発性拡張型(うっ血型)心筋症

神経線維腫症

亜急性硬化性全脳炎

人

・

多系統萎縮症(線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガ症候群)・

間脳下垂体機能障害
(ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常
症、ＡＤＨ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異
常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能
低下症)

・

260

18

人

人

重症多形滲出性紅斑(急性期)

黄色靱帯骨化症

パーキンソン病関連疾患(進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病)

球脊髄性筋萎縮症

慢性炎症性脱髄性多発神経炎

肥大型心筋症

拘束型心筋症

ミトコンドリア病

リンパ脈管筋腫症(ＬＡＭ)

表皮水疱症(接合部型及び栄養障害型)



(様式第2)

5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(基本診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院管理料　2

ハイリスク分娩管理加算

退院調整加算

療養環境加算

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

妊産婦緊急搬送入院加算

診療録管理体制加算 2

急性期看護補助体制加算　3

重症者等療養環境特別加算

医療安全対策加算　1

感染防止対策加算　1

患者サポート体制充実加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊婦管理加算

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

特定機能病院入院基本料(一般7:1,精神13:1)

臨床研修病院入院診療加算

新生児特定集中治療室管理料　1

総合周産期特定集中治療室管理料

地域歯科診療支援病院歯科初診料

救急搬送患者地域連携紹介加算

データ提出加算

救命救急入院料１

救命救急入院料２

新生児特定集中治療室退院調整加算

無菌治療室管理加算1・2

緩和ケア診療加算

精神科身体合併症管理加算

がん診療連携拠点病院加算

特定集中治療室管理料　3

歯科外来診療環境体制加算



(様式第2)

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(特掲診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

高度難聴指導管理料 神経学的検査

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

植込型除細動器移行期加算 長期継続頭蓋内脳波検査

外来緩和ケア管理料 小児食物アレルギー負荷試験

院内トリアージ実施料 内服・点滴誘発試験

外来放射線放射線照射診療料 センチネルリンパ節生検

がん性疼痛緩和指導管理料 補聴器適合検査

がん患者指導管理料　1 ロービジョン検査判断料

がん患者指導管理料　3 コンタクトレンズ検査料１

薬剤管理指導料 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

医療機器安全管理料１ 冠動脈ＣＴ撮影加算

医療機器安全管理料２ 大腸ＣＴ撮影加算

ニコチン依存症管理料 ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

地域連携診療計画管理料 画像診断管理加算１

がん治療連携計画策定料 CT撮影及びMRI撮影

ＨＰＶ核酸同定検査 脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）

ＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ測定） 運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）

検体検査管理加算（Ⅰ） 呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）

がん治療連携管理料 心臓ＭＲＩ撮影加算

肝炎インターフェロン治療計画料 外来化学療法加算１

持続血糖測定器加算 無菌製剤処理料

埋込型心電図検査
抗精神病特定薬剤治療指導管理料
（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る。）

胎児心エコー法 医療保護入院等診療料

皮下連続式グルコース測定 ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺に対するもの）

検体検査管理加算（Ⅳ） がん患者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料

遺伝カウンセリング加算 歯科口腔ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料　2

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 認知療法・認知行動療法



・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）

及び脳刺激装置交換術

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

緑内障手術
（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるもの））

悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限る。）

骨移植術
（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。）

ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺に対するもの） 両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術

透析液水質加算 両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

一酸化窒素吸入療法 大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

乳がんセンチネルリンパ節加算2

経皮的冠動脈形成術

経皮的冠動脈ステント留置術

植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

乳がんセンチネルリンパ節加算1

網膜付着組織を含む硝子体切除術
（眼内内視鏡を用いるもの）

網膜再建術

人工内耳植込術

麻酔管理料（Ⅰ）

植込型除細動器移植術

植込型除細動器交換術

植込型心電図記録計移植術

植込型心電図記録計摘出術

両心室ペースメーカー移植術
及び両心室ペースメーカー交換術

経皮的中隔心筋焼灼術

ペースメーカー移植術

ペースメーカー交換術

同種死体腎移植術

膀胱水圧拡張術

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6
（歯科点数表第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

輸血管理料Ⅰ

輸血適正使用加算

貯血式自己血輸血管理体制加算

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

内視鏡手術用支援機器加算

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

経皮的大動脈遮断術

ダメージコントロール手術

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

腹腔鏡下肝切除術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

人工尿道括約筋植込・置換術

麻酔管理料（Ⅱ）

放射線治療専任加算

外来放射線治療加算

高エネルギー放射線治療

テレパソロジーによる術中迅速細胞診

病理診断管理加算2

歯科治療総合医療管理料

クラウン・ブリッジ維持管理料

1回線量増加加算

強度変調放射線治療（IMRT）

画像誘導放射線治療加算（IGRT）

直線加速器による放射線治療



・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

CAD／CAM冠

入院時食事療養（Ⅰ）

MRI対応植込み型デバイス患者のMRI検査

広範囲顎骨支持型装置埋入手術テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製



(様式第2)

7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

(注) 1 　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2

8　病理・臨床検査部門の概要
1.
2.

剖検症例数 例 剖検率 ％

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

1週間に1回程度

／15 3剖 検 の 状 況

悪性黒色腫センチネルリンパ節生検

臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床検査部門と病理診断部門は別々である。
臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

乳がんセンチネルリンパ節生検

インプラント義歯

早期悪性腫瘍大調粘膜下層剥離術

内視鏡手術用支援機器加算

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

センチネルリンパ節生検

「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以
降に、健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法(平成六年厚生省告示第五十四号)に
先進医療(当該病院において提供していたものに限る。)から採り入れられた医療技術について記入す
ること。



(様式第3)

1　研究費補助等の実績

腫瘍壊死因子前駆体と産生酵素に介
在する膜蛋白機能解析と新規抑制法
の開発

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金 額 補助元又は委託元

¥1,500,000
補

委
城　卓志 消化器内科

文部省科学研究
費

自己免疫性膵炎および全身合併症の
免疫グロブリンの遺伝子解析

胃癌，GISTに対する糖鎖連結クロリ
ンを用いた新規光線力学的治療法の
開発

¥800,000

¥800,000

文部省科学研究
費

文部省科学研究
費

補

委

補

委

中沢　貴宏

片岡　洋望

肝・膵臓内科

消化器内科

文部科学省　橋渡
し研究加速ネット
ワークプログラム
A.

消化管癌の超高感度内視鏡診断を
目指した新規光線力学的診断法の開
発

片岡　洋望 消化器内科 ¥1,120,000

補

委

独立行政法人科
学技術振興機構
研究成果最適展
開支援プログラ
ム　フィージビ
リティスタディ
ステージ　探索
タイプ

文部省科学研究
費

次世代シーケンサーによるDNA修復
関連遺伝子の発現解析と
大腸癌個別化治療への応用

久保田　英嗣 消化器内科 ¥250,000

補

委

公益法人愛知県
がん研究振興会
第38回（平成25
年度）がんその
他の悪性新生物
研究助成金

消化器癌におけるATM発現と
PARP阻害剤感受性の検討

久保田　英嗣 消化器内科 ¥1,400,000
補

委

文部省科学研究
費

腫瘍溶解性ウイルスによる新規消化
管癌治療法の開発

森　義徳 消化器内科 ¥800,000
補

委

文部省科学研究
費

胃幹細胞が腸型化するプロセスと分
子メカニズムの解明

溝下　勤

糖鎖連結光感受性物質による
新規光線力学的癌治療法の開発

片岡　洋望 消化器内科 ¥5,000,000
補

委

文部省科学研究
費

Annexin A2を分子標的にした
新規抗TNF療法の開発

谷田　諭史 消化器内科 ¥1,500,000
補

委

文部省科学研究
費

肝硬変への進展を阻止する
新しい観点からの治療法の開発

野尻　俊輔 肝・膵臓内科 ¥1,600,000
補

委

消化器内科 ¥200,000
補

委

内視鏡医学研究
振興財団　平成
２５年度研究助
成

全エクソンシークエンスによる大腸
癌の染色体不安定性の原因となる新
規遺伝子の同定

澤田　武 消化器内科 ¥1,800,000
補

委

文部省科学研究
費

内視鏡下生検サンプルを用いた次世
代シーケンサーによるDNA修復関連
遺伝子の発現解析と大腸がん個別化
治療への応用

久保田　英嗣 消化器内科 ¥500,000
補

委

文部省科学研究
費

自己免疫性膵炎診断における生検の
有用性

内藤　格 肝・膵臓内科 ¥950,000
補

委



小細胞肺癌における個別化医療を目
指して：アムルビシン治療バイオ
マーカーの解明

咳喘息と典型的喘息の病態生理学的
特徴と予後決定因子に関する包括的
研究

文部科学省

高桑　修

新実　彰男

文部科学省

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

呼吸器・アレル
ギー・リウマチ

内科

血液内科

文部科学省

文部科学省

厚生労働省

厚生労働省

文部科学省

がん研究開発費

文部科学省

文部科学省

厚生労働省

文部省科学研究
費

新規光感受性物質である糖鎖連結ク
ロリンを用いた消化管癌の超高感度
内視鏡診断を目指した光線力学的診
断法の開発

田中　守 消化器内科 ¥1,000,000

補

委

公益財団法人
堀科学芸術振興
財団 第22回公益
財団法人　堀科
学芸術振興財団
研究助成

糖鎖連結クロリンによる新規光線力
学的療法の腫瘍免疫増強メカニズム
の解明と臨床応用

田中　守 消化器内科 ¥1,700,000
補

委

膵腫瘍におけるFluorescence in
situ Hybridization 法を中心とし
た染色体・遺伝子検討とその臨床応
用

宮部　勝之 肝・膵臓内科 ¥250,000

補

委

公益法人愛知県
がん研究振興会
第38回（平成25
年度）がんその
他の悪性新生物
研究助成金

平成25年消化器
癌発生学会研究
奨励賞

GIST(Gastrointestinal stromal
tumor)に対する新規光線力学的治療
法(Photodynamic Therapy;PDT)の検
討

田中　守 消化器内科 ¥250,000

補

委

公益財団法人
愛知県がん研究
振興会 第38回が
んその他の悪性
新生物研究助成

新規光感受性物質である糖鎖連結ク
ロリンによる光線力学的診断の開発

田中　守 消化器内科 ¥150,000
補

委

文部科学省¥2,100,000

¥750,000

補

委

補

委

補

委

固形がんに対する抗CCR4抗体療法第
I/II相医師主導臨床試験

バイオマーカーを活用した分子標的
薬の有効性、安全性の効率的評価法
の確立

免疫増強・制御総合モニタリングに
基づく免疫制御解除型がんワクチン
の基盤開発

高感受性悪性腫瘍に対する標準治療
確立のための多施設共同研究

難治性リンパ系腫瘍におけるヒスト
ン脱アセチル化酵素阻害剤に対する
耐性化機構の解明

がん診療を受ける患者の全人的満足
度、及び、その規定因子の同定に関
する研究

がん･精巣抗原を標的としたATLに対
する新規免疫療法の開発

¥6,000,000

¥5,000,000

¥4,300,000

¥3,300,000

¥600,000

¥1,100,000

¥5,000,000

補

委

抗菌薬関連性腸炎の臨床解析と感染
対策の検討

中村　敦
呼吸器・アレル
ギー・リウマチ

内科
¥1,000,000

補

委

葉酸代謝拮抗薬のバイオマーカーの
探索

小栗　鉄也
呼吸器・アレル
ギー・リウマチ

内科
¥600,000

補

委

飯田真介

飯田真介

飯田真介

飯田真介

飯田真介

小松弘和

石田高司

呼吸器・アレル
ギー・リウマチ

内科

医療機関における感染制御に関する
研究

中村　敦
呼吸器・アレル
ギー・リウマチ

内科
¥500,000

血液内科

血液内科

血液内科

血液内科

血液内科

血液内科



文部科学省

国立循環器病研
究センター

国立循環器病
研究センター

文部科学省

文部科学省

補

委

補

委

補

委

血液内科

血液内科

血液内科 厚生労働省

文部科学省

石田高司

石田高司

石田高司

石田高司

石田高司

東日本大震災が心拍変動に与える影
響：ホルター心電図大規模データ
ベースを用いた検討

福田　英克 循環器・心療内科 ¥1,680,000

モガムリズマブを用いた成人T細胞
白血病リンパ腫に対する革新的治療
法の確立

がん化学療法後のＢ型肝炎ウイルス
再活性化のリスク因子および発症メ
カニズムの解明

がん化学療法及び免疫抑制療法中の
B型肝炎ウイルス再活性化予防対策
法の確立を目指したウイルス要因と
宿主要因の包括的研究

Ｂ型肝炎ウイルス感染の病態別にお
ける宿主因子等について、網羅的な
遺伝子解析を用い、新規診断法及び
治療法の開発を行う研究

難治性リンパ系腫瘍の小胞体ストレ
ス応答（ＸＢＰ１）を標的にした分
子標的療法の開発

難治性リンパ系腫瘍におけるヒスト
ン脱アセチル化酵素阻害剤に対する
耐性化機構の解明

血管免疫芽球性Ｔ細胞リンパ腫（Ａ
ＩＴＬ）の
がん幹細胞探索と病態解明

石田高司 血液内科

楠本　茂 血液内科

楠本　茂

補

委

虚血性心疾患における心電図同期
SPECT(QGS)検査に関する国内臨床
データベース作成のための調査研究

大手　信之 循環器・心療内科 ¥42,000
補

委

本邦におけるHFpEFの実態に関する
多施設共同調査研究

大手　信之 循環器・心療内科 ¥500,000
補

委

不全心における心臓交感神経pre-
synapse機能のPETによる検討

大手　信之 循環器・心療内科 ¥1,700,000
補

委

臨床応用を目的とした膵癌における
Lipocalin-2の分子生物学的役割の
検討

竹山廣光 消化器・一般外科 ¥1,100,000
補

委

冠動脈内皮障害の包括的早期診断を
目指したmicroRNA解析による探索的
研究

杉浦　知範 循環器・心療内科 ¥700,000
補

委
文部科学省

血液内科

血液内科

血液内科

¥900,000

¥600,000

¥1,700,000

楠本　茂 血液内科

李　政樹 血液内科

李　政樹 血液内科

伊藤　旭 血液内科 文部科学省
補

委

血液内科

HTLV-１キャリア・ATL患者に対する
相談機能の強化と正しい知識の普及
の促進

石田高司

¥7,000,000

¥15,000,000

¥800,000

¥1,000,000

¥4,000,000

¥150,000

¥4,480,000

¥1,400,000

¥6,000,000

¥1,000,000

固形がんに対する抗ＣＣＲ４抗体療
法第Ⅰa/Ⅰb相医師主導治験

がん研究分野の特性等を踏まえた支
援活動

ATLの診療実態・指針の分析による
診療体制の整備

高感受性悪性腫瘍に対する標準的治
療確立のための多施設共同研究

成人T細胞白血病の治癒を目指した
病因ウイルス特異抗原を標的とする
新規複合的ワクチン療法：抗CCR4抗
体を併用した樹状細胞療法 第I/II
相試

文部科学省

厚生労働省

厚生労働省

文部科学省

文部科学省

補

委

厚生労働省

文部科学省

厚生労働省

がん研究開発費

厚生労働省

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委



永谷祐子 整形外科 ¥1,560,000
補

委
文部科学省

骨粗鬆性脊椎圧迫骨折におけるコル
セット治療の有用性の検証及びその
国際比較

鈴木伸幸 整形外科 ¥800,000
補

委

財団法人
骨粗鬆症財団

文部科学省

滑膜組織でのアクアポリン機能制御
により関節水症の治療法の開発をめ
ざす

大塚隆信 整形外科 ¥1,690,000
補

委
文部科学省

骨軟部腫瘍切除後欠損に対する
脂肪由来幹細胞による
組織再生と蛍光イメージング評価

林克洋 整形外科 ¥910,000

文部科学省
膵臓癌におけるBcl-xLとMcl-1の機
能解明とsiRNAを用いた臨床応用

高橋広城 消化器・一般外科 ¥1,200,000
補

委

食道がん細胞株におけるmiR-128b機
能解析

三井　章 消化器・一般外科 ¥700,000
補

委
文部科学省

臨床応用を目的としたゲムシタビン
耐性膵癌に対する抗CXCR2抗体療法
の検討

宮井博隆 消化器・一般外科 ¥1,300,000
補

委
文部科学省

重症筋無力症の外科治療（免疫性
神経疾患に関する調査研究班）

藤井　義敬 呼吸器外科 ¥1,000,000
補

委
厚生労働省

臨床応用を目的とした膵癌血管新生
におけるPKDシグナルの
分子生物学的役割の検討

松尾洋一 消化器・一般外科 ¥3,800,000
補

委
文部科学省

胸腺悪性腫瘍における次世代シーケ
ンサーを用いた網羅的遺伝子変異解
析

設楽　将之 呼吸器外科 ¥1,700,000
補

委
日本学術振興会

リアルタイムＰＣＲを用いた
チロシンキナーゼ遺伝子変異検索

佐々木秀文 呼吸器外科 ¥800,000
補

委

補

委
日本学術振興会

FISH/CISHを用いた
RET遺伝子関連異常検索

藤井　義敬 呼吸器外科 ¥8,600,000
補

委
日本学術振興会

日本学術振興会

新手法を用いた
膜受容体関連遺伝子異常検索

藤井　義敬 呼吸器外科 ¥300,000

日本学術振興会

エストロゲンレセプター陽性乳癌の
生物学的特性に関与するマイクロＲ
ＮＡの解析

遠藤　友美 乳腺内分泌外科 ¥1,500,000
補

委
日本学術振興会

遺伝子多型・血清バイオマーカーに
よるエストロゲン依存性乳癌罹患リ
スクスコアの構築

吉本　信保 乳腺内分泌外科 ¥800,000
補

委

文部科学省

マイクロＲＮＡを用いたトリプルネ
ガティブ乳癌に対する新規治療薬の
開発

遠山　竜也 乳腺内分泌外科 ¥900,000
補

委
日本学術振興会

心奇形患児の脳機能障害を回避する
選択的脳灌流法の開発と成人への応
用

三島　晃 心臓血管外科 ¥3,900,000
補

委

日本学術振興会
乳癌に対する新規ホルモン療法薬の
開発を目的とした
チロシンキナーゼノックダウン療法

浅野　倫子 乳腺内分泌外科 ¥2,000,000
補

委

安全かつ強固な新しい腰仙椎固定術
式の開発と難治性強度脊柱変形への
学際的挑戦

補

委
文部科学省水谷　潤 整形外科 ¥2,470,000

福岡宗良 整形外科 ¥1,560,000

補

委
文部科学省

骨代謝全体における低分子量熱
ショック蛋白質の役割の検討

補

委

グリオスタチン産生抑制の機序解明
により関節リウマチの関節破壊制御
をめざす



骨粗鬆症性脊椎椎体骨折後1年以内
に連鎖して発生する脊椎椎体骨折の
予防及びADL,QoLの改善にテリパラ
チドは有用か？

鈴木伸幸 整形外科 ¥500,000
補

委

旭化成研究助成
プログラム

胎児染色体異常の脱落膜における母
児間免疫応答と新生児血管制御因子
の関与

鈴森伸宏 産科婦人科 ¥1,200,000
補

委
文部科学省

不育症における遺伝学的原因の探索 杉浦真弓 産科婦人科 ¥500,000
補

委
文部科学省

着床期子宮内膜血流量の新規評価法
の確立及び不育症の原因解明と治療
効果判定への応用

尾崎康彦 産科婦人科 ¥1,200,000
補

委
文部科学省

反復流産患者の出産率向上を目指し
た心理社会的治療法の開発

杉浦真弓 産科婦人科 ¥100,000
補

委
文部科学省

文部科学省
ヒト卵胞発育における血管新生調節
物質の機能解明と不妊治療への応用

服部幸雄 産科婦人科 ¥1,400,000
補

委

不育症における抗リン脂質抗体
標準化に関する研究

北折珠央 産科婦人科 ¥2,000,000
補

委
厚生労働省

不育症における抗リン脂質抗体
標準化に関する研究

杉浦真弓 産科婦人科 ¥1,400,000
補

委
厚生労働省

抗リン脂質抗体症候群合併妊娠の治
療及び予後に関する研究

杉浦真弓 産科婦人科 ¥1,500,000
補

委
厚生労働省

ミトコンドリア病に合併する高乳酸
血症に対するピルビン酸ナトリウム
治療法の開発研究-試薬からの希少
疾病治療開発の試み

齋藤伸治 小児科 ¥1,500,000
補

委
厚労省科研費

先天性異常の疾患郡の診療指針と治
療法開発をめざした情報・検体共有
のフレームワークの確立

齋藤伸治 小児科 ¥2,600,000
補

委
厚労省科研費

分野横断型全国コンソーシアムによ
る先天異常症の遺伝要因の解明と遺
伝子診断ネットワークの確立

齋藤伸治 小児科 ¥1,200,000
補

委
厚労省科研費

思春期発来に関与する遺伝子の
網羅的解析

水野晴夫 小児科 ¥2,672,045
補

委
文科省科研費

HTLV-1母子感染予防に関する研
究:HTLV-1抗体陽性妊婦からの出生
児のコホート研究

杉浦時雄 小児科 ¥1,000,000
補

委
厚労省科研費

遺伝子型検査を用いた薬物療法の個
別適正化

齋藤伸治 小児科 ¥727,273
補

委
理化学研究所

精神遅滞をきたす疾患のゲノムイン
プリンティング解析

齋藤伸治 小児科 ¥1,000,000
補

委
受託研究収入

小児期発症の神経筋疾患における心
拍変動解析の臨床応用

服部文子 小児科 ¥1,800,000
補

委
文科省科研費

網膜脈絡膜・視神経萎縮症に関する
調査研究

小椋　祐一郎 眼科 ¥68,445,000
補

委

国立保健
医療科学院

未熟児動脈管開存症の
テーラーメード治療

杉浦時雄 小児科 ¥2,212,417
補

委
文科省科研費

小児のoccult HBV感染の病態解明と
感染予防への応用

伊藤孝一 小児科 ¥1,500,000
補

委
文科省科研費



古橋卓也 皮膚科 ¥500,000
補

委
日本学術振興会

皮膚における制御性T細胞の
ホメオスタシスの研究

山崎小百合 皮膚科 ¥1,000,000
補

委

¥1,427,566
補

委
日本学術振興会

マウス真皮におけるメラノサイトの
遊走と分化解析

加藤裕史 皮膚科 ¥1,600,000
補

委
日本学術振興会

加齢黄斑変性病態解明のための網膜
色素上皮細胞のシート培養の確立

加藤　亜紀 眼科 ¥1,690,000
補

委

独立行政法人日
本学術振興会

網膜色素上皮でのリポ蛋白・アミロ
イドβの機能の解明と加齢黄斑変性
の治療への応用

佐藤　里奈 眼科 ¥1,300,000
補

委

独立行政法人日
本学術振興会

ショートパルスレーザー光凝固の
虚血網膜に対する影響

吉田　宗徳 眼科 ¥1,040,000
補

委

独立行政法人日
本学術振興会

抗体および生理活性物質の眼内ド
ラッグデリバリーシステムの開発

安川　力 眼科 ¥1,950,000
補

委

独立行政法人日
本学術振興会

ｓｉＲＮＡを用いた鼻アレルギーに
対する新しい点鼻局所免疫療法の開
発

鈴木　元彦 耳鼻いんこう科 ¥700,000
補

委
文部科学省

鼻粘膜由来組織幹細胞による
末梢神経再生の研究

濱島　有喜 耳鼻いんこう科 ¥1,900,000
補

委
文部科学省

アンプリコンベクターを用いた顔面
神経麻痺の新たな治療の開発

村上　信五 耳鼻いんこう科 ¥2,400,000
補

委
文部科学省

アレルギー性鼻炎が睡眠障害に及ぼ
す発生機序の解明と新規治療による
研究

中山　明峰 耳鼻いんこう科 ¥1,200,000
補

委
文部科学省

難治性中耳炎副鼻腔炎に対しｓｉＲ
ＮＡにより粘膜杯細胞化生を制御す
る新治療法の開発

中村　善久 耳鼻いんこう科 ¥800,000
補

委
文部科学省

文部科学省

環境因子と皮膚老化・皮膚疾患-AhR
を中心とした分子メカニズム解析

森田明理 皮膚科 ¥1,500,000
補

委
日本学術振興会

日本学術振興会

DFNB93原因遺伝子を通した
有毛細胞特異的なカルシウム
シグナリングの機能解析

稲垣　彰 耳鼻いんこう科 ¥2,700,000
補

委

¥4,600,000
補

委

最適化された光線療法による乾癬の
制御性T細胞の機能回復

郡　健二郎 泌尿器科 ¥2,500,000
補

委

胎児メラノサイトの部位特異性に
関する研究

中村元樹 皮膚科 ¥1,300,000
補

委

樹状細胞を用いた尋常性白斑の
特異的治療法の開発

山崎小百合 皮膚科

日本学術振興会

制御性T細胞を制御する
事前免疫シグナルの研究

山崎小百合 皮膚科

日本皮膚科学会

日本学術振興会
二国間交流事業
共同研究

公益財団法人
市原国際奨学財
団

窪田　泰江 泌尿器科 ¥300,000
補

委

公益社団法人
日本女医会

抗酸化物質、緑茶およびハーブ茶の
尿中排泄物への影響

メタボリックシンドロームにおける
腎結石形成機序の解明と予防法因子
の同定

過活動膀胱の発症機序におけるSCF-
KIT(幹細胞因子)シグナル伝達系の
機能解析―SCFを用いた過活動膀胱
の新規尿中バイオマーカーの開発―

岡田　淳志 泌尿器科 ¥500,000
補

委



精子形成細胞における幹細胞性獲得
メカニズムの解明に関する研究

腎結石防御に向けた抗炎症型マクロ
ファージの機能解析と治療薬への応
用

田口　和己 泌尿器科 ¥100,000
補

委

公益財団法人
愛知腎臓財団

水野　健太郎 泌尿器科 ¥1,000,000
補

委

公益信託第24回
日本医学会総会
記念医学振興基
金

過活動膀胱におけるSCF-Kitシグナ
ル伝達系の機能解析

窪田　泰江 泌尿器科 ¥400,000
補

委

公益社団法人
金原一記念医学
医療振興財団

ラット精巣におけるNumbおよび
Numb-likeの機能解析：In vivo遺伝
子導入技術を用いた研究 (2014年
EAUにおける発表ならびに情報収集

岩月　正一郎 泌尿器科 ¥300,000
補

委

公益財団法人
日東学術振興財
団

酸化ストレスの処理機構に着目した
難治性膀胱癌に対する遺伝子治療法
確立に向けた基礎的研究

内木　拓 泌尿器科 ¥300,000
補

委

公益財団法人
中部科学技術セ
ンター

尿路結石におけるオステオポンチン
抗体を用いた分子標的治療の開発

本間　秀樹 泌尿器科 ¥1,890,000
補

委
文部科学省

メタボリックシンドロームにおける
接着
分子の発現と腎結石促進機序の解明

坂倉　毅 泌尿器科 ¥3,360,000
補

委
文部科学省

安井　孝周 泌尿器科 ¥500,000
補

委

一般財団法人
愛知健康増進財
団

メタボリックシンドロームにおける
尿路結石の形成機序の解明と予防法
の開発

ポリエチレングリコールによる多核
細胞形成を介した膀胱腫瘍増殖抑制
効果の検討

福田　勝洋 泌尿器科 ¥2,030,000
補

委
文部科学省

抗RANKL抗体結合ナノ粒子を用いた
前立腺がん骨転移に対する選択的温
熱治療の開発

永田　大介 泌尿器科 ¥2,100,000
補

委
文部科学省

胎生期成長因子GDNFからみた前立腺
肥大症発生機序の解明と新規治療薬
の開発

髙田　麻沙 泌尿器科 ¥1,760,000
補

委
文部科学省

女性ホルモンの抗酸化作用による尿
路結石の抑制機構の解明とその臨床
応用

広瀬　真仁 泌尿器科 ¥2,070,000
補

委
文部科学省

尿路結石形成におけるミトコンドリ
ア膜をターゲットにした機能解明と
予防法への応用

遠藤　純央 泌尿器科 ¥1,720,000
補

委
文部科学省

過活動膀胱におけるKit受容体を標
的とした新規分子標的治療薬の開発

窪田　泰江 泌尿器科 ¥1,590,000
補

委
文部科学省

精巣内遺伝子導入技術を用いた男性
不妊症治療の新戦略

神谷　浩行 泌尿器科 ¥2,490,000
補

委
文部科学省

インスリン抵抗性に着目した尿路結
石予防法の開発

安藤　亮介 泌尿器科 ¥2,066,000
補

委
文部科学省

結石抑制機序の解明と臨床応用
戸澤　啓一 泌尿器科 ¥1,170,000

補

委
文部科学省

精子幹細胞の分化過程におけるエピ
ゲノム制御ネットワークの解明

畦元　将隆 泌尿器科 ¥2,630,000
補

委
文部科学省

精子幹細胞の機能解析による造精機
能障害の発症メカニズムの解明と不
妊治療への応用

阪野　里花 泌尿器科 ¥3,489,000
補

委
文部科学省

ミトコンドリア傷害を標的とした尿
路結石の新規治療薬とバイオマー
カーの開発

新美　和寛 泌尿器科 ¥2,580,000
補

委
文部科学省



膀胱癌に対する分子標的光線力学療
法の開発

池上　要介 泌尿器科 ¥2,170,000
補

委
文部科学省

精巣内体細胞におけるDAX1の機能解
析とアデノウイルスベクターを用い
た臨床応用

黒川　覚史 泌尿器科 ¥2,570,000
補

委
文部科学省

酸素ナノバブル水による尿路結石形
成の抑制機序の解明と予防法への応
用

廣瀬　泰彦 泌尿器科 ¥2,200,000
補

委
文部科学省

マクロファージの２つの極性に着目
した結石貪食能の解析と溶解療法の
開発

田口　和己 泌尿器科 ¥2,580,000
補

委
文部科学省

疫学調査によるインスリン抵抗性に
着目した下部尿路症状の病態解明と
生活指導

伊勢呂　哲也 泌尿器科 ¥1,866,000
補

委
文部科学省

浸潤性膀胱がんに対する新しい温熱
治療の開発と細胞周期からみた作用
機序の解明

成山　泰道 泌尿器科 ¥2,470,000
補

委
文部科学省

精子幹細胞をターゲットとした男性
不妊症の診断ツールと新規治療法の
開発

林　祐太郎 泌尿器科 ¥2,769,000
補

委
文部科学省

難治性うつ病患者家族への複合家族
心理教育の効果～ＲＣＴを用いた研
究～

竹内　浩 精神科 ¥250,000
補

委
文部科学省

遺伝子導入による精子形成における
Notchシグナルの機能解析と不妊症
治療への応用

岩月　正一郎 泌尿器科 ¥2,700,000
補

委
文部科学省

「腎結石の自然消滅」という新しい
概念の樹立と溶解療法の開発への応
用

岡田　淳志 泌尿器科 ¥2,250,000
補

委
文部科学省

橋本　伸彦 精神科 ¥400,000
補

委
文部科学省

拡張自閉症形質測定のための質問紙
の日本語版及び項目反応理論に基づ
く比較研究

鈴木　真佐子 精神科 ¥100,000
補

委
文部科学省

高機能広汎生発達障害の子どもを持
つ母親に対する家族心理教育プログ
ラムの効果

山田　敦朗 精神科 ¥130,000
補

委
文部科学省

がんのケアの質の評価および
ケアの質の向上に関する研究

内田　恵 精神科 ¥800,000
補

委
文部科学省

在宅支援力の深化をめざした看護職
IPW促進のためのアクションリサー
チ

菅野　康二 精神科 ¥240,000
補

委
文部科学省

パニック障害に対する認知行動療法
施行後のQOLの変化

小川　成 精神科 ¥1,170,000
補

委
文部科学省

文部科研費

一回・寡分割照射から通常分割照射
まで適用可能な線量換算式の考案

芝本雄太 放射線科 ¥1,500,000
補

委

拡散強調画像ボリュームデータによ
る膀胱癌の病期診断法の開発と治療
戦略への応用

竹内充 放射線科 ¥1,500,000
補

委
文部科研費

文部科研費

短時間間歇照射と寡分割照射の
生物学的基礎研究にもとづく、
最新陽子線技術の臨床応用

杉江愛生 放射線科 ¥200,000
補

委

慢性めまいに対する認知行動療法プ
ログラムの開発と長期的治療効果の
検証

近藤　真前 精神科 ¥1,000,000
補

委
文部科学省

社会不安障害に対する認知行動療法
の脳科学的基盤の解明：fMRIによる
アプローチ

川口　彰子 精神科 ¥1,000,000
補

委
文部科学省

強迫性障害におけるメタ認知の神経
基盤解明とメタ認知的介入に関する
統合的研究



新規水チャネルの脳浮腫発症におけ
る機能の解析と新規脳浮腫治療薬の
開発

幸村　英文 麻酔科 ¥4,940,000
補

委
日本学術振興会

周術期低酸素虚血後の脳白質傷害の
発生機序解明と再生療法開発

加古　英介 麻酔科 ¥4,940,000
補

委
日本学術振興会

補

委
文部科研費

人工呼吸器関連肺傷害に対する二酸
化炭素血症の保護作用機序解明と新
規治療薬の開発

有馬　一 麻酔科 ¥5,330,000
補

委
日本学術振興会

痛み関連バイオマーカーの探索研究 杉浦　健之 麻酔科 ¥3,770,000
補

委
日本学術振興会

アルツハイマー型認知症患者に対す
る麻酔薬の影響－安全な麻酔法の確
立をめざして－

祖父江　和哉 麻酔科 ¥5,200,000
補

委
日本学術振興会

RNAiを用いたアクアポリン機能調節
による脳浮腫抑制のin vivoへの応
用

藤田　義人 集中治療部 ¥5,200,000
補

委
日本学術振興会

アルツハイマー型認知症患者に対す
る麻酔薬の安全性の確立

太田　晴子 麻酔科 ¥4,160,000
補

委
日本学術振興会

呼気ガスコントロールBOLD fMRIに
よる脳血流変化の検討

伊藤　彰師 集中治療部 ¥4,030,000
補

委
日本学術振興会

脳損傷後の神経修復を阻害する脳繊
維化発症機序の解明と繊維化阻害薬
の開発

宮津　光範 集中治療部 ¥4,290,000
補

委
日本学術振興会

脊髄虚血後のASIC活性化制御による
神経保護効果の検討

草間　宣好 麻酔科 ¥5,200,000
補

委
日本学術振興会

星細胞腫に対する悪性転化抑制を目
的とした新規治療法の開発

谷川元紀 脳神経外科 ¥600,000
補

委
文部科学省

振動ＭＲイメージングによる脳局所
のバイオメカニクス解析と臨床利用

間瀬光人 脳神経外科 ¥100,000
補

委
文部科学省

水のターンオーバーからみた髄液産
生吸収機構の解明と非侵襲的水頭症
診断への応用

間瀬光人 脳神経外科 ¥1,800,000
補

委
文部科学省

頸動脈石灰化含有プラークにおける
炎症・石灰化関連遺伝子に関する
分子生物学的研究

片野広之 脳神経外科 ¥1,200,000
補

委
文部科学省

脳脊髄液減少症の診断・治療の確立
に関する研究

西尾　実 脳神経外科 ¥250,000
補

委
厚生労働省

病理標本を用いた成人T細胞性白血
病/リンパ腫患者およびキャリアに
おけるHTLV-1プロウイルスおよび
HBZ遺伝子発現の解析

山田勢至 脳神経外科 ¥500,000
補

委

名古屋市立大学
病院

高次脳機能障害者の社会参加支援の
推進に関する研究

山田和雄 脳神経外科 ¥800,000
補

委
厚生労働省

脳卒中高リスク群の診断及び治療に
よる循環器疾患制圧に関する研究

山田和雄 脳神経外科 ¥2,100,000
補

委
厚生労働省

神経回路の機能的成熟に与るニュー
ロン・グリア相関ダイナミズムの時
空間解析

植木美乃 神経内科 ¥600,000
補

委

文部科学省新学
術領域研究

マウスモデルにおける低用量放射線
および樹状細胞を用いた放射線免疫
療法の確立

河合辰哉 放射線科 ¥780,000
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認知症を伴うパーキンソン病患者の
神経幹細胞に着目した画像遺伝学・
病理学的検討と早期診断への応用

植木美乃 神経内科 ¥600,000
補

委

独立行政法人
名古屋市立大学
特別研究奨励費

human β-defensin を用いたBRONJ
切除範囲規定因子の開発

水野大生 歯科口腔外科 ¥500,000
補

委

名古屋市立大学
特別研究奨励

認知機能障害を伴うパーキンソン病
の海馬神経新生に着目した病態機構
の解明および早期診断法の確立

植木美乃 神経内科 ¥1,000,000
補

委

鈴木謙三記念医
科学応用研究財
団  平成25年度
調査研究助成金

宮本大模 歯科口腔外科 ¥300,000
補

委

公益財団法人
東洋医学研究財
団

Ｃ型肝炎の新規診断法や新規治療法
を開発するためのゲノムワイド関連
解析の手法を用いた宿主因子の解析
に関する研究

田中　靖人 中央臨床検査部 ¥22,300,000
補

委
厚生労働省

ビスフォスフォーネート関連顎骨壊
死に対する排膿散及湯エキスの影響
調査

水野大生 歯科口腔外科 ¥300,000
補

委

公益財団法人
東洋医学研究財
団

下顎埋伏智歯抜去後の術後疼痛に対
するPlatelet Rich Fibrin(PRF)に
よる鎮痛効果の検討

宮本大模 歯科口腔外科 ¥300,000
補

委

名古屋市立大学
病院
医学研究助成

小児期のウイルス性肝炎に対する治
療法の標準化に関する研究

田中　靖人 中央臨床検査部 ¥2,500,000
補

委
厚生労働省

Ｂ型肝炎ウイルス感染の病態別にお
ける宿主因子等について、網羅的な
遺伝子解析を用い、新規診断法及び
治療法の開発を行う研究

田中　靖人 中央臨床検査部 ¥1,000,000
補

委
厚生労働省

肝疾患病態指標血清マーカーの開発
と迅速、簡便かつ安価な測定法の実
用化

田中　靖人 中央臨床検査部 ¥3,000,000
補

委
厚生労働省

Ｂ型肝炎ウイルスの持続感染を再現
する効率的な培養細胞評価系の開発
に関する研究

田中　靖人 中央臨床検査部 ¥56,977,000
補

委
厚生労働省

iPS細胞を活用したヒトキメラマウ
ス肝炎発症モデルの開発とその臨床
応用

田中　靖人 中央臨床検査部 ¥4,300,000
補

委
日本学術振興会

癌化学療法剤による口腔粘膜炎の治
療法開発に関する基礎的研究
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2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1 片岡　洋望 消化器内科

Diagnostic utility of small-caliber and
conventional endoscopes for gastric cancer and

analysis of endoscopic false-negative gastric
cancers.

雑誌名：World J
Gastrointest
Endosc
巻数（号数）：
16;5(9)
出版年：2013
ページ：:440-5.

2 溝下　勤 消化器内科
Colon Mucosa Exhibits Loss of Ectopic MUC5AC

Expression in Patients with Ulcerative Colitis
Treated with Oral Tacrolimus.

雑誌名：ISRN
Gastroenterol
巻数（号数）：
304894
出版年：2013
ページ：―

4 田中　守 消化器内科

Anti-cancer effects of newly developed
chemotherapeutic agent, glycoconjugated

palladium (II) complex, against cisplatin-resistant
gastric cancer cells.

雑誌名：BMC
Cancer
巻数（号数）：13(1)
出版年：2013
ページ：237

3 溝下　勤 消化器内科
Maintenance of the remission stage of Crohn's

disease with adalimumab therapy during
pregnancy.

雑誌名：Intern
Med
巻数（号数）：52
出版年：2013
ページ：1049-53

5 澤田　武 消化器内科

Association between genomic alterations and
metastatic behavior of colorectal cancer identified

by array-based comparative genomic
hybridization.

6 澤田　武 消化器内科
Hepatic portal venous gas in a patient with
esophageal squamous cell carcinoma with

pancreatic solitary metastasis.

雑誌名：
Hepatobiliary
Pancreat Dis Int
巻数（号数）：12
出版年：2013
ページ：103-105

雑誌名：Genes
Chromosomes
Cancer
巻数（号数）：52
出版年：2013
ページ：140-149

8 尾関　啓司 消化器内科

Telmisartan inhibits cell proliferation by blocking
nuclear translocation of ProHB-EGF C-terminal

fragment in colon cancer cells.Department of
Gastroenterology and Metabolism, Nagoya City
University Graduate School of Medical Sciences.

雑誌名：PLoS One
巻数（号数）：8(2)
出版年：2013
ページ：e56770

7 澤田　武 消化器内科
Small intestinal lipoma causing obscure

gastrointestinal bleeding.

雑誌名：Intern
Med 2013
巻数（号数）：
1;52(5). Epub
出版年：2013 Mar
1.
ページ：:633-4



9 岡山　直司 内分泌・糖尿病内科
Predictive clinical characteristics for the efficacy
of vildagliptin monotherapy in Japanese patients

with type 2 diabetes mellitus: a multicenter study

雑誌名：
Diabetology
International.
巻数（号数）：4
出版年：2013
ページ：179-185

15 内藤　格 肝・膵臓内科

Clinical evaluation of international consensus
diagnostic criteria for type 1 autoimmune
pancreatitis in comparison with Japanese

diagnostic criteria 2011.

雑誌名：Pancreas
巻数（号数）：42
出版年：2013
ページ：1238-44

14 内藤　格 肝・膵臓内科
 Intraductal papillary mucinous neoplasm
associated with autoimmune pancreatitis.

雑誌名：Pancreas
巻数（号数）：42
出版年：2013
ページ：552-4

Predictive factors for pancreatitis and
cholecystitis in endoscopic covered metal stenting

for distal malignant biliary obstruction.

雑誌名：J
Gastroenterol
Hepatol
巻数（号数）：28
出版年：2013
ページ：68-72

17 宮部　勝之 肝・膵臓内科 Histiocytic sarcoma of the bile duct.

雑誌名：Intern
Med
巻数（号数）：53
出版年：2013
ページ：1384

16 宮部　勝之 肝・膵臓内科
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UTF-1 for determining the applicability of testis-
sparing surgery for prepubertal testis tumors.

雑誌名：Journal of
Pediatric Surgery
Case Report
巻数（号数）：1
出版年：2013
ページ：125-128

121 Hayashi Yutaro 泌尿器科
Can spongioplasty prevent fistula formation and
correct penile curvature in TIP urethroplasty for

hypospadias?

雑誌名：Pediatric
Urology
巻数（号数）：81
出版年：2013
ページ：1330-
1335

雑誌名：Pediatr
Res
巻数（号数）：74
（3）
出版年：2013
ページ：918-924

118 川北　大介 耳鼻いんこう科

Impact of positron emission tomography with the
use of fluorodeoxyglucose on response to
induction chemotherapy in patients with

oropharyngeal and hypopharyngeal squamous cell
carcinoma.

雑誌名：Acta
Otolaryngol.
巻数（号数）：
133(5)
出版年：2013
ページ：523-30

119 古橋卓也、他 皮膚科
Bath-psoralen UVA and narrowband UVB reduce

circulating Th17 cells and restore circulating
regulatory T cells in psoriasis

PLoS One.
2013;8(1):e54895.
doi:
10.1371/journal.p
one.0054895.
Epub 2013 Jan 24.

113 中山　明峰 耳鼻いんこう科
Seasonal variation in a clinical referral pediatric

cohort at risk for obstructive sleep apnea

雑誌名：
International
Journal of
Pediatric
Otorhinolaryngolo
gy
巻数（号数）：77
（2）
出版年：2013
ページ：266-269

117 稲垣　彰 耳鼻いんこう科
Pharmacological correction of gating defects in

the voltage-gated Cav2.1 Ca2+ channel due to a
familial hemiplegic migraine mutation

雑誌名：Neuron
巻数（号数）：81
（1）
出版年：2013
ページ：91-102

116 稲垣　彰 耳鼻いんこう科
Developmental alterations in the biophysical

properties of Ca(v)1.3 Ca(2+) channels in mouse
inner hair

雑誌名：
Channels(Austin)
巻数（号数）：7(3)
出版年：2013
ページ：171-181

114 中村　善久 耳鼻いんこう科
Optimal duration of macrolide treatment for

chronic sinusitis after endoscopic sinus surgery

雑誌名：Auris
Nasus Larynx
巻数（号数）：40
（4）
出版年：2013
ページ：366-372

115 中村　善久 耳鼻いんこう科
Math1,retinoic acid,and TNF-αsynergistically
promote the differentiation of mucous cells in

mouse middle ear epithelial cells in vitro

112 中山　明峰 耳鼻いんこう科
Obstructive sleep apnea syndrome as a novel

cause for Meniere’s disease

雑誌名：Curr Opin
Otolaryngol Head
Neck Surg
巻数（号数）：21
出版年：2013
ページ：503-508



130 Kurokawa Satoshi 泌尿器科

Transurethral marking incision of the bladder
neck: a helpful technique in robot-assisted

laparoscopic radical prostatectomy involving
post-transurethral resection of the prostate and

cancers protruding into the bladder neck.

雑誌名：BMC
Urology
巻数（号数）：13
出版年：2103
ページ：40

131 Nakane Akihiro 泌尿器科
Feasibility of a novel extraperitoneal two-port

laparoendoscopic approach for radical
prostatectomy: An initial study.

雑誌名：
International
Journal of Urology
巻数（号数）：20
出版年：2013
ページ：729-733

128 Kobayashi Daichi 泌尿器科
Thermotherapy using magnetic cationic liposomes

powerfully suppresses prostate cancer bone
metastasis in a novel rat model.

雑誌名：The
Prostate
巻数（号数）：73
出版年：2013
ページ：913-922

129 Mizuno Kentaro 泌尿器科
Gene expression profile during testicular

development in patients with SRY-negative 46,XX
testicular disorder of sex development.

雑誌名：Urology
巻数（号数）：82
出版年：2103
ページ：1453

126 Yasui Takahiro 泌尿器科
A replication study for three nephrolithiasis loci at

5q35.3, 7p14.3 and 13q14.1 in the Japanese
population.

雑誌名：Journal of
Human Genetics
巻数（号数）：58
出版年：2013
ページ：588-593

127 Hayashi Yutaro 泌尿器科

Circumcision related to urinary tract infections,
sexually transmitted infections, human

immunodeficiency virus infections, and penile and
cervical cancer.

雑誌名：
International
Journal of Urology
巻数（号数）：20
出版年：2013
ページ：769-775

124 Hirose Yasuhiko 泌尿器科
Oxygen nano-bubble water reduces calcium

oxalate deposits and tubular cell injury in ethylene
glycol-treated rat kidney.

雑誌名：
Urolithiasis
巻数（号数）：41
出版年：2013
ページ：279-294

125 Hayashi Yutaro 泌尿器科

Re: Editorial Comment to Circumcision related to
urinary tract infections, sexually transmitted

infections, human immunodeficiency virus
infections, and penile and cervical cancer.

雑誌名：
International
Journal of Urology
巻数（号数）：20
出版年：2013
ページ：776-777

122 Yasui Takahiro 泌尿器科
The association between the incidence of

urolithiasis and nutrition based on Japanese
national health and nutrition surveys.

雑誌名：
Urolithiasis
巻数（号数）：41
出版年：2013
ページ：217-224

123 Okada Atsushi 泌尿器科
Impact of official technical training for urologists

on the efficacy of shock wave lithotripsy.

雑誌名：
Urolithiasis
巻数（号数）：41
出版年：2013
ページ：487-492



140 太田賢吾 放射線科
Percutaneous fiducial marker placement under CT

fluoroscopic guidance for stereotactic body
radiotherapy of the lung: an initial experience．

J Radiat Res. 2013
Sep;54(5):957-61.

141 河合辰哉 放射線科
Accuracy of iodine removal using dual-energy CT

with or without a tin filter: an experimental
phantom study.

Acta Radiol. 2013
Oct;54(8):954-60.

138 竹内充 放射線科

Characteristic MRI findings of sarcomatoid renal
cell carcinoma dedifferentiated from clear cell

renal carcinoma: radiological-pathological
correlation.

Clin Imaging. 2013
Sep-
Oct;37(5):908-12.

139 小澤良之 放射線科
Utility of high-definition FDG-PET image

reconstruction for lung cancer staging.
Acta Radiol. 2013
Oct;54(8):916-20.

136 下平政史 放射線科
Triaxial coil embolization using Guglielmi

detachable coils with the voltage-dependent coil-
detaching technique.

Acta Radiol. 2013
Dec 20.

137 真鍋良彦 放射線科
Toxicity and efficacy of three dose-fractionation

regimens of intensity-modulated radiation therapy
for localized prostate cancer.

J Radiat Res. 2014
May;55(3):494-
501.

134 中口　智博 精神科
Oncology nurses' recognition of supportive care
needs and symptoms of their patients undergoing

chemotherapy.

Jpn J Clin Oncol,
2013. 43(4): p.
369-76.

135 芝本雄太 放射線科

Primary CNS lymphoma treated with radiotherapy
in Japan: a survey of patients treated in 2005-
2009 and a comparison with those treated in

1985-2004.

Int J Clin Oncol.
2013 Dec 3. [Epub
ahead of print]

132 明智　龍男 精神科

 Assessing medical decision making capacity
among cancer patients: Preliminary clinical

experience of using a competency assessment
instrument.

Palliat Support
Care, 2013: p. 1-
5.

133 川口　彰子 精神科

 Group cognitive behavioral therapy for patients
with generalized social anxiety disorder in Japan:

outcomes at 1-year follow up and outcome
predictors.

Neuropsychiatr Dis
Treat, 2013. 9: p.
267-75.



145 梅村　淳

147 相原徳孝 脳神経外科
Interaural Difference of Wave V Predicting

Postoperative Hearing in Gardner-Robertson
Class II Acoustic Neuroma Patients.

J Neurol Surg B
Skull Base.
74(5):274-8.2013

148 片野広之 脳神経外科
Protection by physical activity against deleterious

effects of smoking on carotid intima-media
thickness and atherosclerosis in young Japanese.

J Stroke
Cerebrovasc Dis
22: 176-183, 2013

149 片野広之 脳神経外科
Negative pressure wound therapy for a large skin
ulcer following repair of huge myeloschisis with

kyphosis in a newborn.

Childs Nerv Syst.
29:2295-2299,
2013

脳神経外科
Factors affecting early decline of executive

function after subthalamic nucleus stimulation in
Parkinson’s disease.

Advances in
Parkinson’s
Disease　 2:75-80,
2013

146 梅村　淳 脳神経外科
Validity of single tract microelectrode recording in

subthalamic nucleus stimulation.

Neurol Med Chir
(Tokyo)
53(11):821-7,
2013

142 藤田義人 集中治療部
Age-related requisite concentration of sevoflurane

for adequate sedation with combined epidural-
general anesthesia.

雑誌名：Korean J
Anesthesiol.
巻数（号数）：64(6)
出版年：2013
ページ：489-93

144 太田晴子 麻酔科
Proteomic analysis of Girdin-interacting proteins
in migrating new neurons in the postnatal mouse

brain.

雑誌名：Biochem
Biophys Res
Commun
巻数（号数）：
442(1-2)
出版年：2013
ページ：16-21

143 藤田義人 集中治療部

A comparison between dosages and plasma
concentrations of dexmedetomidine in clinically ill

patients: a prospective, observational, cohort
study in Japan.

雑誌名：Journal of
Intensive Care
巻数（号数）：1
出版年：2013
ページ：15



152 片野広之 脳神経外科
Comparison of internal shunts during carotid

endarterectomy under routine shunting policy.

 Neurol Med Chir
2013 (Epub ahead
of print)

150 片野広之 脳神経外科
Differential gene expression in carotid plaques

with calcification.

Atherosclerosis
14: S687, 2013
[http://w3.kenes-
group.com/apps/e
as2013/abstracts/
pdf/687.pdf]

151 片野広之 脳神経外科
Upregulation of ANGPTL4 messenger RNA and

protein in severely calcified carotid plaque.

J Stroke
Cerebrovasc Dis
2013 (Epub ahead
of print)

歯科口腔外科

Platelet-rich fibrin has a healing effect on
chemotherapy-induced mucositis in hamsters.

（血小板の豊富なフィブリンは、ハムスターで化学
療法によって誘発された粘膜炎に治癒影響を及

ぼす。）

雑誌名：Oral Surg
Oral Med Oral
Pathol Oral Radiol.
巻数（号数）： 117;
pii: S2212-
4403(13)01692-1.
出版年：2014
ページ： 445-53

153 川嶋将司 神経内科
Differences in dopaminergic modulation to motor
cortical plasticity between Parkinson’s disease

and multiple system atrophy

雑誌名： PLoS
ONE
巻数（号数）：8(5)
出版年：2013
ページ：e62515

154 小栗卓也 神経内科
Postsurgical propriospinal myoclonus emerging at

wake to sleep transition

雑誌名：sleep
medicine
巻数（号数）：
Jan15(1)
出版年：2014
ページ：152-4

神経内科

Gadolinium enhancement of facial nerves in MRI
associated with rapid progression in a case of

familial Amyotrophic Lateral Sclerosis with a C6G
mutation in Superoxide Dismutase 1

雑誌名：Neurology
and clinical
neuroscience
巻数（号数）：in
press
出版年：2014
ページ：54-56

156 堀井幸一郎

155 水野将行



計
(注) 1

(注) 2

(注) 3 　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

(注) 4 　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

(注) 5

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文(任意)

(注) 1

(注) 2 　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。
(注) 3 　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

平成二十六年度中の業務報告において当該実績が七十件未満の場合には、平成二十六年度の改正前
の基準による実績についても報告すること。

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

156件
当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の

開発及び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行ってい
る場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術
雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大
学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭
著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること(筆頭著
者が当該特定機能病院に所属している場合に限る)。

2
1

4
3

6
5

8
7

10
9

12
11

14
13

16
15

18
17

当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発及び
評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

20
19



(様式第3)

3　高度の医療技術の開発及び評価の実施体制
(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・手順書の主な内容

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12 回

(注) 1

(注) 2

(2)利益相反を管理するための措置

① 有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・規定の主な内容

③ 年 2 回

(注)

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 5 回

・研修の主な内容

(注) 「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報
告において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（そ
の場合には、その旨を明らかとすること）。

　目的と適用範囲、責務、構成、委員長の選任方法、開催、成立要件、資料、調査・審議・報告事項、病院
長に答申する事項、会議の運営・記録に関する事項、事務局、記録の保存

　大学としての利益相反の指針を示す「利益相反ポリシー」のもと、「利益相反マネジメント規程」並びに
「大学院医学研究科医学研究等利益相反委員会規程」を制定し、毎年利益相反に関する自己申告書を提出の
うえ、必要に応じて適宜ヒアリングを実施している。
　また、利益相反に関する専門的事項について調査及び審議するため、全学的な組織として外部専門家を含
めた利益相反委員会を設置しているほか、別途、医学研究等にかかる利益相反に関する事項を審議するた
め、医学研究科内に大学院医学研究科医学研究等利益相反委員会を設置し、適切な管理に努めている。

　臨床試験実施セミナーとして、臨床研究の倫理指針あるいはGCP等に準じ、被験者保護についてなどを取り
上げ、実施者である研究者が行うべき事項について講習が行われている。当該セミナーの受講は全職員を対
象に行われいる。また、研究者らは、原則1年に1回以上の出席が介入を伴う臨床試験に参加するための要件
となっている。

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○
印を付けること。

「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告において開
催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合に
は、その旨を明らかとすること）。

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の設置状況

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況

「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る報告につ
いては、平成二十六年度中の業務報告において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績
を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。



(様式第4)

1　研修の内容

2　研修の実績
人

(注)　前年度の研修医の実績を記入すること。

3　研修統括者

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

(注) 1

(注) 2

(注) 3

研 修 医 の 人 数 51.6

医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科に
ついては、必ず記載すること。

内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

各診療科において、診療科部長又は部長代理を研修統括者とした指導体制を整備し、基本領域の専門医資格
取得を目指し、目標、指導体制、診療実績、連携施設等を含めた研修プログラムをホームページで明示して
いる。

　また、現在、一般社団法人 日本専門医機構が定めた「専門医制度整備指針（第1版）」に基づき、臨床研
修を統括する総合研修センターの主導により、各診療科の専門研修プログラムの更新を進めている。

　なお、新たな専門医制度については、院内の臨床研修委員会（委員長：総合研修センター長）やその他会
議において、周知している。

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

臨床経験年数研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 特 記 事 項
大原　弘隆 総合内科・総合診療科 部長 30
城　卓志 消化器内科 部長 36
中沢　貴宏 肝・膵臓内科 部長 27
新実　彰男 呼吸器・アレルギー・リウマチ内科 部長 29
大手　信之 循環器・心療内科 部長 33
岡山　直司 内分泌・糖尿病内科 部長 31
飯田　真介 血液・腫瘍内科 部長 27
松川　則之 神経内科 部長 26
福田　道雄 腎臓内科 部長 24
竹山　廣光 消化器・一般外科 部長 35
矢野　智紀 呼吸器外科 部長代理 24
三島　晃 心臓血管外科 部長 33
近藤　知史 小児・移植外科 部長 30
遠山　竜也 乳腺内分泌外科 部長 25
大塚　隆信 整形外科 部長 35
杉浦　真弓 産科婦人科 部長 29
齋藤　伸治 小児科 部長 29
小椋　祐一郎 眼科 部長 34
村上　信五 耳鼻いんこう科 部長 34
森田　明理 皮膚科 部長 25
林　祐太郎 泌尿器科 部長代理 29
明智　龍男 精神科 部長 23
芝本　雄太 放射線科 部長 34
祖父江　和哉 麻酔科 部長 21
間瀬　光人 脳神経外科 部長 29
渋谷　恭之 歯科口腔外科 部長 25

笹野　寛 救急部 部長 27

和田　郁雄 リハビリテーション部 部長 36
稲垣　宏 病理診断部 部長 30



(様式第4)

4　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

　【看護師】
　　（別紙資料１参照）

　【薬剤師】
　　市民病院と化学療法に関する合同勉強会を実施している。
　　「名市大･市民病院合同化学療法勉強会」
　　①チーム医療（6/19）参加者94名
　　②｢抗がん剤｣とは（7/17）参加者165名
　　③抗がん剤投与管理（8/21）参加者136名
　　④抗がん剤曝露予防（9/18）参加者115名
　　⑤CVポート血管外漏出（10/16）参加者115名
　　⑥好中球減少（11/20）参加者128名
　　⑦悪心･嘔吐（12/18）参加者102名

　【臨床検査技師】
　　①高度先進医療として実施している人の遺伝子多型であるＩＬ２８Ｂについて、
　　　検査精度を確保するため既知の検体を測定し、検査手技、データ解釈等の研修を実施している。
　　②一般社団法人　日本輸血・細胞治療学会における認定技師制度指定施設として認定を受け、
　　　研修を実施している。

　【診療放射線技師】
　　①医療機器の安全使用のため、高度管理医療機器研修を実施している。
　　②最新の技術紹介や、業務内容について検討し、全体のレベル向上を図るための業務検討会を
　　　実施している。

　【臨床工学技士】
　　①医療機器安全基礎講習会にて、輸液ポンプや人工呼吸器等の基礎的内容について学ぶ。
　　②日本人工臓器学会教育セミナーにて、人工心肺等の体外循環について学ぶ。
　　③ECMOプロジェクトシミュレーションラボにて、ECMO管理について学ぶ。

　【看護師】
　　（別紙資料１参照）

　【薬剤師】
　　上記参照

　【臨床検査技師】
　　①2013/12、2014/3　計2回
　　②2013/5（2日間）

　【診療放射線技師】
　　①2013/4/23、2013/10/31　　計2回
　　②2013/6/25、2013/8/1、2013/8/27、2013/9/17、2013/9/25、2013/10/15、2013/11/7、2013/11/25、
　　　2013/12/10、2013/2/4、2013/3/4　　計11回

　【臨床工学技士】
　　①1日間を1回
　　②2日間を1回
　　③1日間を1回



・研修の参加人数

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 　高度の医療に関する研修について記載すること。
(注) 2

   　 ①係長級研修（全2回（第1回：平成25年9月・10月、第2回：平成25年11月実施））
　 　 ②課長級研修（全1回（平成25年12月実施））

「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行規則
第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供
する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者を対
象として実施した専門的な研修を記載すること。なお、平成二十六年度中の業務報告においては、平
成二十六年四月以降の実績（計画）を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らか
とすること）。

　【課長級研修】
　　　①人材育成の環境づくりの必要性の理解、②自部門の人材育成のビジョンの確認、アプローチの方法
　【係長級研修】
　　　①管理者としての人材育成の基本的な考え方の理解、②相手のモチベ―ジョンを大切にする指導法

　【看護師】
　　（別紙資料１参照）

　【薬剤師】
　　上記参照

　【臨床検査技師】
　　①3名　②2名（他施設臨床検査技師）

　【診療放射線技師】
　　①31名、26名
　　②24名、26名、25名、19名、24名、27名、19名、25名、23名、28名、18名

　【臨床工学技士】
　　各研修会1名

　　　①係長研修　第1回総数：　45　名、第2回総数：　43　名
　　　②課長級研修　　11名



(様式第5)

１．計画 ２．現状
病院長　城　卓志

診療に関する諸記録

　高度の医療の提供の実績

　高度の医療の研修の実績
　閲覧実績

医療安全管理室

医療安全管理室

医療安全管理室

医療安全管理室

医療安全管理室

医療安全管理室

医療安全管理室

感染制御室

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況

専任の院内感染対策
を行う者の配置状況

医療に係る安全管理
を行う部門の配置状況

当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況

入院患者数、外来患者及び
調剤の数を明らかにする帳簿

医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況

医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況

医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況

医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

従業者数を明らかにする帳
簿

保 管 場 所 管 理 方 法

高度の医療技術の開発及び
評価の実績

病歴センター
事務課
各診療科
薬剤部

処方せん、手術記録、看護記録、検査所見記録、
エックス線写真、入院診療要約など医療情報を電
子記録化して一元管理している。また、紹介状及
び入院診療計画書についてもスキャナーによる読
み込みにより電子記録化している。
　なお、電子記録化前の手術記録、看護記録、検
査所見記録、入院診療要約、紹介状、入院診療計
画書等については、カルテに添付して整理、入院
分カルテは病歴センターで一括保管し、外来分カ
ルテ及びエックス線写真は各診療科外来診療室に
おいて保管している。なお、入院カルテ及び外来
カルテとも１診療科１カルテの形態で作成され、
保管されている。
処方せんについては、薬剤部において保管してい
る。

事務課

事務課

紹介患者に対する医療提供
の実績

事務課

事務課
事務課

医事課

医事課

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別
管理責任者氏名
管理担当者氏名

病院日誌、各科診療日誌、処方せん、
手術記録、看護記録、検査所見記録、
エックス線写真、紹介状、退院した患
者に係る入院期間中の診療経過の要約
及び入院診療計画書



(注)

従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況

医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況

医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況

従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況

感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況

医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況

従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況

医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況

医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

保 管 場 所 管 理 方 法

院内感染のための指
針の策定状況

院内感染対策のため
の委員会の開催状況

物品供給センター

物品供給センター

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の
概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。

薬剤部

薬剤部

薬剤部

物品供給センター

物品供給センター

感染制御室

感染制御室

感染制御室

感染制御室

薬剤部

医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況



(様式第6)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法
１．計画 ２．現状

閲覧の手続の概要

(注)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績
延 件
延 件
延 件
延 件
延 件

(注)　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

閲覧の求めに応じる場所

閲 覧 責 任 者 氏 名
閲 覧 担 当 者 氏 名

計画・現状の別

事務課事務係
事務課事務係長　大橋　達哉
事務課長　岩田　淳

諸記録の閲覧に関する責任者、担当者、及び閲覧の求めに応じる場所を定め、閲覧の求めに応じる場所の入
口に掲示している。閲覧の求めがあった際は、閲覧責任者の許可のもと、閲覧担当者にて諸記録の公開を行
う。

既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は現状に
ついて、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号に○印
を付けること。

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数
閲 覧 者 別 医 師

国
地 方 公 共 団 体

0
0
0
0
0

歯 科 医 師



(様式第6)

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容： (別紙資料2を参照）

② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容： （別紙資料3を参照）

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容： (別紙資料4を参照）

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況

・医療機関内における事故報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 有（ 名）・無

⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 名）・無

⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 有 無

・所属職員： 専任（ ）名 兼任（ ）名

22

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況

・

・医療機関における安全管理に関する基本的考え方
・安全管理委員会・その他の組織に関する基本的事項
・医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本方針
・医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針
・医療事故等発生時の対応に関する基本方針
・医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針
・患者からの相談への対応に関する基本方針
・その他医療安全の推進のために必要な基本方針
・本指針の周知ならびに見直し及び改訂

12

・安全管理体制の確保に関すること
・安全管理のための教育・研修に関すること
・医療事故防止のための周知・啓発及び広報に関すること
・医療事故の事例検討及び事故防止策に関すること
・医療事故発生時における検証と再発防止策に関すること
・医療事故等の公表に関すること
・その他医療事故防止に関すること

・安全管理に関する研修（全職員対象：新規採用者・中途採用者・研修医・研究医含む）
・医療事故防止講演会
・危機管理研修会（重大事例報告会）
・医薬品安全管理研修会
・看護部における医療安全の教育

・リスクマネージメントマニュアルの定期的な見直し（追録・修正）
・安全管理に関する自己点検評価報告書の策定・まとめ
・事故収集による分析（定量および定性分析）・対策・実施
・ＲＭニュースの発行
・eラーニングの実施
・院内医療安全巡視
・暴力対策の実施
・医療安全全国共同行動参加にてワーキング活動

3

4

・

3 4



・活動の主な内容：

⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 有 無・

・安全確保のための研修会や講演会の企画・運営
・医療事故防止等検討委員会やリスクマネージャー会議の企画・運営（資料・議事録の作成及び保存）
・医療事故防止のための、未然防止策の検討や事故後再発防止策の検討・策定・実施・評価
・リスクマネージメントマニュアルの改訂
・医療安全巡視の計画・実施・評価
・職員への安全意識の向上のための教育システム（eラーニング）の掲載・成績把握・職場への周知
・説明・同意文書の見直しの企画・運営等
・重大医療事故後の原因分析や再発防止策のための各部署との検討会、各関連科との連携
・患者相談室との連携



(様式第6)

① 院内感染対策のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容： （別紙資料5を参照）

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容： （別紙資料6を参照）

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

（1）院内感染対策講演会の開催
　　毎年２回、全職員を対象に院内感染対策の意識向上を図るため講演会を開催する。
　　①平成25年　6月12日　　「平成24年度当院の院内感染情報報告」
　　　講師：脇山直樹　臨床検査技師　（名古屋市立大学病院　感染制御室・中央臨床検査部）
　　　　　　　塩田有史　薬剤師（名古屋市立大学病院　感染制御室・薬剤部）
　　　　　　  長崎由紀子　看護師　（名古屋市立大学病院感染制御室）
　　　　　　　中村　敦　医師（名古屋市立大学病院　感染制御室）
　
　　②平成26年　2月　7日　　「多職種連携による感染制御の成果」
　　　講師：村上啓雄医師（岐阜大学医学部附属病院　生体支援センター）

（2）毎年4月に、新規採用職員に対して院内感染対策に関する研修会を実施する。
　　　平成25年4月2日　新規採用職員研修
　　　　　　　　　　　院内感染予防対策講義、手洗い・個人防護具着脱演習

（3）毎年2回、中途採用者に対して院内感染対策に関する研修を行う。
　　　平成25年　7月18日　安全管理・感染管理研修「感染予防対策」
　　　平成26年　2月5日　安全管理・感染管理研修「感染予防対策」

（4）その他の研修
　　・看護部感染対策リンクナース会におけるリンクナース教育
　　　　平成25年6月3日　講義　「標準予防策」
　　　　平成25年7月1日　講義　「感染経路別予防策」
　　　　平成25年9月2日　講義　「滅菌・消毒・洗浄、耐性菌対策」
　　　　平成25年11月11日　講義　インフルエンザ、感染性腸炎」
　　　　平成26年1月6日　講義　「結核」

  　・看護職員に対する教育（看護セミナーⅪ　感染管理）
　　　　平成25年8月15日　講義　「感染と保菌、標準予防策のポイント」
　　　　平成25年10月31日　講義　「感染経路別予防策、結核疑い患者の対応」
　　　　平成25年12月12日　講義　「針刺し防止対策／インフルエンザ」
　　　　平成25年2月15日　講義　「抗菌薬療法と看護」
　
　　・ナースエイド（看護補助者）研修会　ナースエイド対象
　　　　平成26年3月11日　　安全管理と個人情報保護、感染予防策
　
　　・委託職員研修会　清掃担当職員対象
　　　　平成25年12月4～11日　　環境整備・環境清掃　－ファシリティ・マネージメント－

　　・NCU　Infection Seminar　若手医師・研修医・コメディカル対象
　　　　平成25年 5月16日　「感染症診療のロジック」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：国立国際医療研究センター国際感染症センター　大曲貴夫先生
　　　　平成25年7月18日　「微生物検査データ活用していますか、活用されていますか」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：JA愛知厚生連　医療事業部専門官　犬塚和久先生
　　　　平成25年9月19日　「よくみる消化管感染症　－ピロリ菌からディフィシル、ノロウイルスまで－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：名古屋市立大学大学院医学研究科　谷田諭史医師
　　　　平成25年 11月21日　「ワクチンによる感染制御を考える」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：愛知医科大学大学院医学研究科臨床感染症学　三鴨廣繁先生
　　　　平成26年 1月16日　「尿路感染症を科学する」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：藤田保健衛生大学病院　石川清仁医師
　　　　平成26年 3月20日　「呼吸器感染症のケーススタディ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：名古屋市立大学病院感染制御室　中村敦医師

院内感染対策のための体制の確保に係る措置

・

・患者とその家族、職員、委託職員、学生等院内すべての人々を院内感染から守るための効果的予防及び管
理を実践する。
・手指衛生をはじめとする標準予防策、あるいは必要に応じて感染経路別予防策を追加しての実践や、抗菌
薬の適正使用を推進できるよう、医療従事者全員に指導・教育を徹底する
・感染症の発生状況の報告に関する基本方針
・院内感染発生時の対応に関する基本方針

12

・委員会は、院内における感染症の感染予防対策に関する次の事項について審議し、方針を決定する。
（1）感染防止対策マニュアルの改訂
（2）全職員を対象とした感染防止教育と啓発
（3）各職種、各部門の予防対策に関し、必要と思われる事項
（4）職業感染予防の策定
（5）院内感染発生時の改善策について病院職員への周知
（6）その他管内感染に関する重要事項

22



④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・病院における発生状況の報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

（1）院内感染対策講演会の開催
　　毎年２回、全職員を対象に院内感染対策の意識向上を図るため講演会を開催する。
　　①平成25年　6月12日　　「平成24年度当院の院内感染情報報告」
　　　講師：脇山直樹　臨床検査技師　（名古屋市立大学病院　感染制御室・中央臨床検査部）
　　　　　　　塩田有史　薬剤師（名古屋市立大学病院　感染制御室・薬剤部）
　　　　　　  長崎由紀子　看護師　（名古屋市立大学病院感染制御室）
　　　　　　　中村　敦　医師（名古屋市立大学病院　感染制御室）
　
　　②平成26年　2月　7日　　「多職種連携による感染制御の成果」
　　　講師：村上啓雄医師（岐阜大学医学部附属病院　生体支援センター）

（2）毎年4月に、新規採用職員に対して院内感染対策に関する研修会を実施する。
　　　平成25年4月2日　新規採用職員研修
　　　　　　　　　　　院内感染予防対策講義、手洗い・個人防護具着脱演習

（3）毎年2回、中途採用者に対して院内感染対策に関する研修を行う。
　　　平成25年　7月18日　安全管理・感染管理研修「感染予防対策」
　　　平成26年　2月5日　安全管理・感染管理研修「感染予防対策」

（4）その他の研修
　　・看護部感染対策リンクナース会におけるリンクナース教育
　　　　平成25年6月3日　講義　「標準予防策」
　　　　平成25年7月1日　講義　「感染経路別予防策」
　　　　平成25年9月2日　講義　「滅菌・消毒・洗浄、耐性菌対策」
　　　　平成25年11月11日　講義　インフルエンザ、感染性腸炎」
　　　　平成26年1月6日　講義　「結核」

  　・看護職員に対する教育（看護セミナーⅪ　感染管理）
　　　　平成25年8月15日　講義　「感染と保菌、標準予防策のポイント」
　　　　平成25年10月31日　講義　「感染経路別予防策、結核疑い患者の対応」
　　　　平成25年12月12日　講義　「針刺し防止対策／インフルエンザ」
　　　　平成25年2月15日　講義　「抗菌薬療法と看護」
　
　　・ナースエイド（看護補助者）研修会　ナースエイド対象
　　　　平成26年3月11日　　安全管理と個人情報保護、感染予防策
　
　　・委託職員研修会　清掃担当職員対象
　　　　平成25年12月4～11日　　環境整備・環境清掃　－ファシリティ・マネージメント－

　　・NCU　Infection Seminar　若手医師・研修医・コメディカル対象
　　　　平成25年 5月16日　「感染症診療のロジック」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：国立国際医療研究センター国際感染症センター　大曲貴夫先生
　　　　平成25年7月18日　「微生物検査データ活用していますか、活用されていますか」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：JA愛知厚生連　医療事業部専門官　犬塚和久先生
　　　　平成25年9月19日　「よくみる消化管感染症　－ピロリ菌からディフィシル、ノロウイルスまで－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：名古屋市立大学大学院医学研究科　谷田諭史医師
　　　　平成25年 11月21日　「ワクチンによる感染制御を考える」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：愛知医科大学大学院医学研究科臨床感染症学　三鴨廣繁先生
　　　　平成26年 1月16日　「尿路感染症を科学する」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：藤田保健衛生大学病院　石川清仁医師
　　　　平成26年 3月20日　「呼吸器感染症のケーススタディ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：名古屋市立大学病院感染制御室　中村敦医師

・感染対策チーム会は、次に掲げる事項について感染対策委員長より権限を委譲されている。
　（1）感染予防の実施、監督及び指導
　（2）院内感染発生時の発生原因の分析、改善策の立案及び実施
　（3）感染症発生状態の把握

・感染制御室を中心とした感染対策チーム（ICT）に、微生物検出状況、現場での感染症状を呈する患者の状
況が報告され、ICTは横断的活動の権限をもって、状況確認、情報収集し、対策を検討する。現場の実施に対
し、指導・助言をする。
・ICTにより現場のラウンドを実施し、感染対策上の問題の早期改善に向ける。
・職業感染防止策を積極的に導入・実践していくことで、職員が感染源となる感染予防対策を強化する。
・抗菌薬の使用動向を監視し、適正使用に向けた診療支援を行う。



(様式第6)

① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・手順書の作成 （有・無）

・業務の主な内容：

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

4

新人看護師向け薬剤研修会　平成25年4月4日（木）15時45分～16時30分（病院第1会議室）
　内容：管理が必要な医薬品・与薬時の注意点・薬剤師による情報提供など（調剤室担当薬剤師）
新人看護師向け薬剤研修会　平成25年6月10日（月）9時50分～10時20分（病院第1会議室）
　内容：病棟薬剤師の役割（病棟薬剤主査）
新人看護師向け薬剤研修会　平成25年6月10日（月）11時～11時30分（病院第1会議室）
　内容：入院支援センターでの薬剤師の役割（入院支援センター担当薬剤師）
医薬品安全管理講習会　平成25年7月9日（火）17時30分～18時30分（病院大ホール）
　内容：麻薬の取扱いについて（麻薬業務担当薬剤師）
　　　　最新のオピオイドローテーションの考え方（緩和ケア担当薬剤師）

１． 薬剤部の業務　薬剤部の業務については『薬剤部業務マニュアル（新病院総合マニュアル　第8章　薬剤部門）』に従う。
２． 医薬品の採用　医薬品の採用については『薬事委員会規約』及び『名古屋市立大学病院薬事委員会運営申し合わせ
　　事項』に従う。
３． 医薬品の管理　薬剤部における医薬品の管理については『薬品管理業務マニュアル』、『調剤マニュアル』、『調剤マニ
　　ュアル（簡易版）』、『調剤薬補充・管理マニュアル』に従う。
　　また、病棟・外来においては薬品管理者（責任医師、看護師、薬剤師）を配置し、『各部門の薬品管理担当者による医
　　薬品の管理および確認について』に従う。
　　毒薬、向精神薬（第2種）、麻薬についてはそれぞれ『毒薬管理手順書』、『第2種向精神薬･毒薬(筋弛緩薬)管理マニ
　　ュアル』、『麻薬管理マニュアル』に従う。
４． 病棟・各部門への医薬品の供給　病棟・部門への医薬品の供給については『薬品管理業務マニュアル』、『各部門の
　　薬品管理担当者による医薬品の管理および確認について』に従う。
５． 外来患者への医薬品の供給　外来患者への医薬品の供給については『調剤マニュアル』に従う。
６． 入院患者への医薬品の供給　医薬品の患者への投与については『与薬に関するマニュアル（看護手順　８．与薬の看
　　護技術）』に従う。
７． 入院患者への医薬品の情報提供　入院患者への医薬品の情報提供については『薬剤管理指導マニュアル』、『疾患
　　別薬剤管理指導マニュアル（案）』に従って薬剤師は患者へ服用薬の情報を提供する。
８． 医薬品情報の収集・管理・提供　医薬品情報の収集・管理・提供については『名古屋市立大学病院における医薬品
　　情報管理マニュアル』に従う。
９． 他の医療機関・調剤薬局との連携　他の医療機関・調剤薬局との連携については『院外薬局から送られた後発医薬
　　品変更のFAXの管理（新病院総合マニュアル　第19章　医療・福祉地域連携室）』、『薬剤管理指導マニュアル』およ
　　び『薬薬連携のための地域の薬剤師会との検討会について』に従う。
１０． 抗がん剤の管理・調製　抗がん剤の管理・調製については、『抗がん剤調製マニュアル（入院用・外来用）』および
　　　『抗がん剤レジメンチェックマニュアル』に従う。
１１． 感染対策　感染対策については、『抗菌薬適正使用マニュアル』、『術後抗生剤投与マニュアル』および『抗MRSA
　　　薬使用の手引き』に従う。
１２． 中心静脈栄養（TPN）調製　中心静脈栄養（TPN）調製については、『中心静脈栄養（TPN）無菌混合調製マニュア
　　　ル』に従う。
１３． 入院時の持参薬　入院時の持参薬については、『入院支援センターマニュアル（新病院総合マニュアル　第25章）』
　　　および『持参薬管理マニュアル』に従う。
１４． 危険薬　危険薬の定義については、『本院における危険薬一覧』に従う。
１５． 処方せんの記載方法　処方せんの記載方法については、システム操作マニュアル 第6章 オーダリングツールの『6.1
　　　 処方オーダ』および『6.7 注射オーダ』に従う。



④

・医薬品に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

①医薬品適正使用のための注意喚起
　薬事委員会において、本院で発生した有害事象についての報告および再発防止対策の周知を適宜実施している。

②院内安全性情報の活用
　本院に重要と考えられる安全性情報について、安全性情報に基づく必要な対応（検査の実施・患者への説明等）
について薬剤師が該当患者のカルテ上に記載して、医師に対応を求める取り組みを実施している。平成25年度に
は、安全性速報2件（「ケアラム®錠 25mg/コルベット®錠 25mg（イグラチモド）とワルファリンとの相互作用が疑
われる重篤な出血について（2013年5月　13－01号）」および「月経困難症治療剤ヤーズ®配合錠による血栓症につ
いて（2014年1月　13-02号）」）を含む3件について実施した。

③医療安全全国共同行動の「医薬品の誤投与防止」への取り組み
　医療安全全国共同行動の「医薬品の誤投与防止」への取り組みに沿った改善活動として、医師・薬剤師・看護師
等の多職種による検討を行い、以下の点について実施した。
　・インスリン持続静注液の濃度の統一
　・電子カルテの薬品情報欄を用いた、医師のオーダ時に合わせた配合変化情報の提供

④抗がん剤の管理・調製
　薬剤部にてすべての抗がん剤使用レジメンの登録管理を行っている。かつ外来および入院のすべての抗がん剤使
用患者の抗がん剤の調製も行っている（休日含む）。抗がん剤使用患者に対する薬学的管理（入院患者はもちろ
ん、外来患者への説明を含む）を実践している。また陰圧アイソレーター（ケモシールド®）を使用することによ
り、ファシールを使用することなく揮発性の抗がん剤（エンドキサン注®等）を安全に調製できる作業環境を提供
している。

⑤入院支援センターの設置
　平成24年10月1日に、これから入院される方への案内と入院当日の受付、入院時の持参薬確認を集約して一か所
で行う「入院支援センター」を設置し、持参薬管理を目的とした薬剤師による面談を全入院予定患者で実施してい
る。薬剤師による面談は入院時だけでなく、入院決定日にお薬手帳などの情報をもとに術前中止薬を把握すること
を目的とする「入院前の服用薬確認」も実施されており、これらの運用により持参薬の服用状況および術前休止薬
の確認が実施されるため、院内全体での持参薬に関する情報の共有・安全管理が可能となった。
　平成25年度の服用薬確認件数（１月あたり）：入院時615件、入院前243件

⑥リスクマネジメント関連情報の発信
　院内配布のＲＭニュース「おくすりのはなし」の項に薬物取扱・使用における安全管理の留意点を定期的（3か
月に1回の割合）に継続連載して、院内医療関係者への注意喚起を実施している。

⑦医療安全教育（医薬品に関する安全教育）の実施
　医療安全管理室が主催する医療安全教育（電子カルテを用いたe-ラーニング）に参加し、全職種を対象に医薬品
に関する安全教育を実施している。平成25年度は「院内製剤について～普段使っているくすりと何が違うのか？
～」を実施した。

⑧薬薬連携の取り組み
　薬薬連携のための地域の薬剤師会の薬剤師との検討会を定期的に実施して、疑義照会事例・新規採用薬情報・地
域連携ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ（がん地域連携ﾊﾟｽ）などについて意見交換を行っている（平成25年度は計4回実施）。

⑨部門ごとの医薬品管理者の選定
　各部門ごとに医師・看護師・薬剤師の３者の医薬品管理者を選定し、医薬品適正管理（定数医薬品の見直しを含
む）を実施している。さらに管理担当薬剤師からは、毎月発行の「医薬品情報誌」を用いた医師、看護師への情報
提供も行っている。平成23年度からは部門における医薬品管理の問題点の収集と情報共有を目的として、医薬品管
理者（医師・看護師・薬剤師）による３者ミーティングも実施している。

医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための
方策の実施状況



(様式第6)

① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・計画の作成 （有・無）

・保守点検の主な内容：

④

・医療機器に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のた
めの方策の実施状況

Ⅰ．（ⅰ）医療機器に係る院内のインシデント・アクシデント情報、（ⅱ）メーカーから直接寄せられる
　　リコール情報、（ⅲ）医薬品医療機器総合機構から発信される情報等については、医療安全管理室へ
　　一元的に集約され、同室及び臨床工学室が中心となり各部署への情報発信及び対策を実施している。
Ⅱ．機器の安全使用の観点から、中央管理する機器については、標準化を図っている。
Ⅲ．医療安全全国共同行動に参加し、輸液ポンプ・シリンジポンプの安全管理に関して活動計画を立て
　　検討を行い実施した。
Ⅳ．医療機器の使用に係る医療事故の発生を防ぐことを目的として作成した医療機器使用マニュアルの
　　適宜見直しを行った。

（別紙資料7参照）

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・
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Ⅰ．新しい医療機器の導入時の在職職員に対する取扱研修。
Ⅱ．人工心肺装置、人工呼吸器、保育器、診療用高エネルギー放射線発生装置等の特に安全使用に際して
　　技術の習熟が必要と考えられる医療機器に関する在職職員に対する取扱研修。
Ⅲ．新規採用職員に対するシリンジポンプ、輸液ポンプ等の医療機器の取扱研修及び
　　在職職員に対する随時研修。

Ⅰ．人工呼吸器、除細動器、保育器等のMEセンター管理機器については、使用後MEセンターに返却の都度
　　もしくは一定の点検期間毎に、保守点検を実施している。
Ⅱ．診療用高エネルギー放射線発生装置などその他の医療機器については、業者による定期点検を実施
　　している。



(様式第7)

1　病院の機能に関する第三者による評価

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有 無

・評価を行った機関名、評価を受けた時期

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があること。

2　果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 無

・情報発信の方法、内容等の概要

3　複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

◯診療にあたる際、必要に応じて複数の診療科による合同のカンファランスを実施している。
◯全診療科の代表者を含む各種委員会を定期的に開催している。
◯複数の診療科によって組織する「センター」機能を有し、診療科ごとの特性を融合することにより、特色
となる診療を実施したり、診療の支援業務や教育・研究業務などを行っている。
〇医療安全、感染、栄養サポート（NST）、褥瘡等に対して複数の診療科、職種を交えてチームを組み、対策
を行っている。
◯診療連携拠点病院（肝疾患、地域がん）として都道府県における診療ネットワークの中心的な役割を果た
す病院である。また、災害拠点病院として地域における災害医療を担っている。
〇救命救急センターとして24時間高度な医療が提供できるよう、全診療科及び全部門が連携して救急医療の
バックアップ体制を整えている。各診療科合計で日中25名、夜間・休日21名の医師が待機していることに加
え、看護師、薬剤師、X線技師、検査技師等の医療技術者も待機しており、常時迅速な引継が可能である。

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

・

　評価を行った機関名：公益財団法人　日本医療機能評価機構
　評価を受けた時期：2013年8月2日（初回認定：2008年2月18日）
　備考：認定第JC1440-2号　一般病院2　機能種別版評価項目3rdG：Ver.1.0

・

【病院ＨＰ等】
◯病院ＨＰに当院のご案内、最新のお知らせ、患者・一般向け、医療関係者向けの情報を掲載している。
◯愛知県が管理する「あいち医療情報ネット」に診療時間や診療科目等の情報を掲載している。

【院外広報紙】
◯「さくらほっとＮＥＷＳ」を刊行（年４回程度）し、当院の最新情報やお知らせを、患者や地域の住民向
けに発信している。病院ＨＰへの掲載、院内窓口での配布、院外（近隣病院、市内区役所等）及び職員向け
に配布している。
◯「名古屋市立大学病院臨床シミュレーションセンターＮＥＷＳ」を刊行（年４回程度）し、当院における
シミュレーション教育の内容について発信している。病院ＨＰへの掲載、院内及び院外（近隣病院）向けに
配布している。

【公開講座等】
◯「患者情報ライブラリーセミナー」（年６回程度）や、各科による公開講座（不定期）について、疾患に
対する理解を深めるため、患者や一般市民向けに開催している。
病院、大学ＨＰに開催情報が掲載される。
◯国際福祉健康産業展「ウェルフェア」の開催に伴う併催行事として講演会・セミナー・ワークショップが
開催されており、当院の職員が講師となって講演を行っている。病院ＨＰに開催情報が掲載される。

・



年度別研修一覧
＜新人・現任教育＞

研修名 日程 時間数 種類
参
加

テーマ 対象者

新規採用者研修 2013/04/01～2013/04/22 院内教育(新人) 117

事務課・総務課研修
看護部の概要、看護業務と法的責任、目標管理、看護倫理
与薬の基礎、看護記録と法的責任、電子カルテと看護記録、看護必要度
＜技術研修＞
フィジカルアセスメント、全身清拭、ボディメカニクス、点滴管理とミキシング、移送、
酸素吸入、滅菌操作、皮下注射

平成２５年度新規採用者

新規採用者宿泊研修
2013/04/24～2013/04/25
2013/04/25～2013/04/26

1泊2日 院内教育(新人) 110 グループ討議「わたしはこんな看護を実践したい」 平成２５年度新規採用者

新人研修（採血・ＭＥ） 2013/05/13　2013/05/21 7:00 院内教育(新人) 110 新人技術研修　採血、ＭＥ機器 平成２５年度新規採用者

新人研修（輸血、安全Ⅰ） 2013/05/30　2013/06/06 7:00 院内教育(新人) 110 新人研修ＫＹＴ、輸血、吸引 平成２５年度新規採用者

新人研修（導尿） 2013/07/18　2013/07/19 2:20 院内教育(新人) 110 新人技術研修（導尿） 平成２５年度新規採用者

新人ＢＬＳ研修 2013/06/13　2013/06/17　2013/06/27 3:00 院内教育(新人) 111 新人対象の緊急時の看護・コードブルーの要請など 平成２５年度新規採用者

静脈注射Ⅰ 2013/08/16　2013/08/19 3:00 院内教育(新人) 110
末梢静脈ロック中の留置針からの一時点滴
側管注射、翼状針穿刺による一時点滴

平成２５年度新規採用者

新規採用者スキルアップ（皮下注射） 2013/06/04　2013/07/02 1:00 スキルアップ(新人) 13 自主研修 平成２５年度新規採用者

新規採用者スキルアップ（採血） 2013/06/11 1:00 スキルアップ(新人) 30 自主研修 平成２５年度新規採用者

新規採用者スキルアップ（採血） 2013/06/21 1:00 スキルアップ(新人) 30 自主研修 平成２５年度新規採用者

新規採用者スキルアップ（ＭＥ） 2013/06/28 1:00 スキルアップ(新人) 22 自主研修 平成２５年度新規採用者

多職種との連携 2013/06/10 7:45 院内教育(新人) 107 ＳＰＤ、リネンセンター、入院支援センター、地域連携室との関わりと看護師の役割を学ぶ 平成２５年度新規採用者

フォローアップⅠ 2013/07/29　2013/07/30 4:00 院内教育(新人) 108 セルフマネジメント講義　グループ討議「3ヵ月を振り返って｝ 平成２５年度新規採用者

フォローアップⅡ 2013/10/25　2013/10/28 4:00 院内教育(新人) 107 グループ討議「6ヵ月を振り返って」　キャリアデザイン講義 平成２５年度新規採用者

安全管理研修Ⅱ（インシデントKYT） 2013/06/24　2013/07/01 4:00 院内教育(現任) 118 看護業務と法的責任、看護の安全性とKYT、インシデントKYT演習 採用2年目職員

静脈注射Ⅱ 2013/10/08　2013/10/17 3:00 院内教育(現任) 117 静脈留置針留置 採用2年目職員その他所属師長が必要と認めたもの

安全管理研修Ⅱ発表会 2013/11/25　2013/11/29 4:00 院内教育(現任) 116 職場内研修報告会 採用2年目職員

症例検討 2013/05/20　2013/05/23 1:30 院内教育(現任) 95 症例検討研修説明 採用3年目職員

症例検討発表会 2013/12/02　2013/12/09 7:00 院内教育(現任) 93 症例検討発表会　グループ討議「看護過程｝ 採用3年目職員

プリセプター 2014/01/20　2014/01/23 4:00 院内教育(現任) 78
講義：新人看護職員研修ガイドライン
演習：相手に気づかせる関わり方

26年度プリセプター予定者

プリセプターエイド 2013/12/16　2014/02/27 11:00 院内教育(現任) 53
講義：新人看護職員研修ガイドライン　成人教育
演習：新人看護職員教育計画作成
グループ討議：チームで新人を育成するための働きかけ

ラダーレベルⅡ認定以上　26年度プリセプターエイド予定者

プリセプターフォローアップ 2013/08/29　2013/08/30 4:00 院内教育(現任) 67 対象に合わせた指導方法など（外部講師研修） 25年度プリセプター研修受講者

リーダーⅠ 2013/11/07 4:00 院内教育(現任) 113
講義：看護過程、日々リーダーの役割
グループ討議：関連図の作成、リーダーシップ状況シミュレーション

ラダーレベルⅠ認定済みのもの

リーダーⅡ 2013/09/09 4:00 院内教育(現任) 48
講義：メンバーの魅力を引き出すリーダーシップ
　　　カンファレンスのファシリテーション
演習：模擬カンファレンスロールプレイ

ラダーⅡ認定済みのもの

リーダーⅢ 2013/07/10～2013/07/12 2泊3日 院内教育(現任) 32
看護の魅力を引き出すリーダーシップ（固定チームチームリーダー育成）
講義：中堅看護職員に期待すること、看護の魅力を引き出すリーダーシップ
 グループ討議：心に残る看護体験、体験学習ゲーム、看護の魅力を引き出そう！

ラダーレベルⅢ～Ⅳ

リーダーⅢ 2014/02/24 4:00 院内教育(現任) 14 職場内研修報告会　「看護の魅力を引き出すために取り組んだこと」

臨床指導者研修 2013/08/08　2013/08/15 3:30 院内教育(現任) 98
講義：看護教育における臨地実習の位置づけと学生の特徴
グループ討議：良い指導に必要な関わり

ラダーレベルⅠ
その他所属師長が必要と認めた場合

＜看護セミナー＞

研修名 日程 (H) 区分 種類 テーマ 参加条件

Ⅱ（呼吸・循環） 2013/09/11 0:45 院内 12 指導に活かせるフィジカルアセスメント　呼吸編 ラダーレベルⅢ～Ⅳ（チャレンジ中含む）

Ⅱ（呼吸・循環） 2013/11/07 院内 20 指導に活かせるフィジカルアセスメント　呼吸編 ラダーレベルⅢ～Ⅳ（チャレンジ中も含む）

Ⅱ（呼吸・循環） 2013/12/10 0:45 院内 11 指導に活かせるフィジカルアセスメント（循環編） ラダーレベルⅢ以上（チャレンジ中含む）

Ⅱ（呼吸・循環） 2014/02/21 院内 11 人工呼吸器セミナーＥ１００　 
Ｅ１００を使用する、成人病棟職員 
ラダーレベルⅠ～Ⅱ（チャレンジ中含む）

Ⅱ（呼吸・循環） 2014/03/14 院内 51 モニター心電図の正常と異常 特になし

Ⅱ（呼吸・循環） 2014/03/17 院内 7 人工呼吸器セミナーＥ５００
Ｅ５００を使用する小児病棟（９Ｓ・９Ｎ・１４Ｓ）職員 
ラダーレベルⅠ～Ⅱ（チャレンジ中含む）

Ⅴ（褥瘡予防） 2013/09/20 1:00 院内 19 褥瘡予防対策に必要なスキンケアの知識
対象：部署内で褥瘡ケアに中心的に関わる看護師 
参加可能人数：２５名まで

Ⅴ（褥瘡予防） 2014/01/10 1:00 院内 28 褥瘡症例検討会

別
紙

資
料

１



Ⅵ（がん看護リンパ） 2014/03/05 1:00 院内 22

浮腫のある患者の看護 

研修目標 
①リンパ浮腫との鑑別ができる 
②リンパ浮腫のケア介入ができる 
③ターミナル期の看護を考えることができる 
④弾性ストッキングの着用の仕方・管理方法

Ⅹ（看護研究） 2013/08/26 1:00 院内 43

看護研究倫理 

看護研究を行う際の倫理的配慮と、看護部倫理委員会における研究倫理審査について説明しま
す。

Ⅹ（看護研究） 2013/06/25 0:30 院内 40
研究計画書の書き方 を学ぼう！
院内看護研究会提出用研究計画処に沿って、記載方法を説明

ラダーレベルⅡ～Ⅲ 
これから研究計画書を書く人、書き方で困っている人にオススメ！

ⅩⅡ（記録・情報） 2013/06/03　2013/06/06　2013/06/07 0:55 院内 16
ＰＯＳとＳＯＡＰについて 
事例に沿ってＳＯＡＰを記載

ⅩⅣ（災害：シミュレーション） 2014/01/24 1:15 院内 5 災害発生時の初動行動のシミュレーション学習

ＸＩ（感染管理） 2013/08/15 1:00 院内 62
感染と保菌／標準予防策のポイント 
入院患者の日常生活で実施すべき感染対策について例を挙げてお話します。

ラダーレベルⅡ・Ⅲチャレンジ中 

ＸＩ（感染管理） 2013/10/31 1:00 院内 46
経路別予防策／結核疑い患者の対応について 
接触感染対策、飛沫感染対策、空気感染対策の３ｔの経路別予防策の内容と実際の看護援助に行
かせる具体的な対策をマニュアルの内容をふまえながら学習します。

ＸＩ（感染管理） 2013/12/12 院内 8 「針刺し防止対策／インフルエンザ」について ラダーレベルⅠ～Ⅲ（チャレンジ中含む）

その他学習会（セミナー） 2014/03/04 院内 13 周術期合併症と看護 ラダーレベルⅢ～Ⅳ（チャレンジ中含む）

看護セミナーⅢ（ＮＳＴ） 2013/11/12 0:45 院内 6 化学療法中、食事摂取生涯の工夫と対策を考える ラダーⅡ・Ⅲ　　研修内容を部署で活用してもらえる方

看護セミナーⅢ（ＮＳＴ） 2013/12/12 0:45 院内 10
摂食・嚥下のしくみと観察ポイント 
目標：摂食・嚥下障害のリスクのある患者に気づくことができる。摂食・嚥下の原因から観察ポ
イントを理解する。

ラダーⅡ以上（ラダーⅡ認定チャレンジ中も含む）

看護セミナーⅢ（ＮＳＴ） 2014/01/22 0:45 院内 7
摂食・嚥下障害への基本的な考え方を理解し援助ができる。摂食・嚥下のしくみについて画像を
観ながら学ぶ 
摂食・嚥下障害の基本的な考え方と、間接訓練・直接訓練の実際

研修内容を部署で活用できるようにラダーⅡ・Ⅲの方の参加をお願い
します。

看護セミナーⅢ（ＮＳＴ） 2013/10/10 0:45 院外 22 栄養サポートチーム①　食欲不振について―　それ本当に必要ですか　―

院内ＢＬＳ研修
2014/01/22　2014/02/12
2014/02/26　2014/03/26

院内 45 看護部ＢＬＳ ３年目看護師

BLSインストラクター養成研修 2014/03/12 院内 11 BLSインストラクター養成研修 インストラクターを目指す看護職員で１年以内のＢＬＳ研修未受講者

＜マネジメントに関わるもの＞

研修名 日程 (H) 種類
参
加

テーマ 対象者

師長研修 2014 管理者教育 27 目的：他の看護師長の管理の実際を知ることで、自分自身の管理を振り、今後に活かす　 看護師長

師長研修（新任） 管理者教育 4 目的：管理者としての姿勢・行動を学ぶ　講義：管理者の役割　看護管理の実際　 新任看護師長

主任研修 2013/07/08　2013/09/08　2013/09/15 11:00 管理者教育 72

 目的：自部署の看護の質を改善するために、主任としての役割を果たすことができる
講義：主任の役割
グループ討議：看護の質を改善するために必要な主任の役割
外部講師研修

現在、主任職にあるもの

主任研修 2014/02/01 4:45 管理者教育 72 主任研修活動報告会 現在、主任職にあるもの

主任研修（新任） 2013/06/03 3:30 管理者教育 3

新任主任研修
主任に期待すること
リスクマネジメント
人材育成

平成25年度新任主任

マネジメント研修 2014/03/23 7:00 院内教育(現任) 77
問題解決技法を学ぶ（外部講師研修）
2014/12まで職場内研修継続

ラダーレベルⅢ認定済み以上



１ 医療に係る安全管理のための指針 

名古屋市立大学病院における医療に係る安全管理を推進するため、本指針を定める。

１．医療機関における安全管理に関する基本的考え方

  市立大学病院は、患者さんの貴重な生命を預かる病院として、安全で安心できる

質の高い医療を提供する使命がある。特定機能病院として高度な医療の提供や教育

を実施する中で、責任体制や役割分担を明確にし、病院全体で安全管理の徹底を図

り、職員一人ひとりが患者さんを中心とした安全管理を意識し、医療事故防止に取

り組んでいく。当院に勤務する全ての職員に対して、より安全な医療の提供と患者

満足度の向上を第一にした医療安全活動を再認識させ、安全に対する意識を高めマ

ニュアルを遵守した改善・改革を推進していくことを安全管理の基本方針とする。

２．安全管理委員会・その他の組織に関する基本的事項

  本院の安全管理体制の確保及び推進のため、病院長を統括安全管理者、副病院長

（安全管理担当）を安全管理指導者とする。また、医療の安全性の確保と適切な医

療を提供するとともに、病院機能の向上と運営改善に資するために、医療安全管理

室を設置する。医療安全管理室は、医療安全を組織横断的に推進し、適切かつ効率

的に事故防止を図り、安全管理を行う。

  当院全体の医療安全管理について検討・審議を行う医療事故防止等検討委員会、

病院長から任命された各部門のリスクマネージャーを中心に活動する周知徹底機関

としてリスクマネージャー会議を設置し病院全体で継続的に取り組んでいくものと

する。それらの組織、運用についてはそれぞれ別に規程を設ける。

３．医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本方針

１）医療事故防止等検討委員会は、予め作成した研修計画に従い 1 年に 2 回程度

の全職員を対象とした医療安全管理のための研修を定期的に実施する。

２）研修は、医療安全管理の基本的な考え方、事故防止の具体的な手法等を全職員

に周知徹底することを通じて、職員個々の医療安全意識の向上を図るとともに、

当院全体の医療安全を向上させることを目的とする。

３）職員は、研修が実施される際には、極力、受講するよう努めなくてはならない。

４）病院長は、当院で重大医療事故が発生した場合や必要があると認めた場合は、

臨時で、報告会を開催し全職員に対して情報を提供する。

５）医療安全管理ための研修の実施方法としては、外部講師を招聘しての講習会、

院内での事例または医療安全取り組み報告会、医薬品安全管理・医療機器安全管

理に関する研修会等実施する。
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４．医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のため

の方策に関する基本方針

１）医療安全管理の推進に必要な事項を定めた、「リスクマネージメントマニュア

ル」を作成し、医療事故防止対策に活用する。

２）インシデント・アクシデントの報告は、リスクマネージメントマニュアルに基

づき医療事故等へ結びつく可能性のある事例を院内から広く集約し、その要因を

分析することにより、医療事故等の防止を図るとともに、リスクマネージメント

に対する病院全体の意識の高揚を図るものとする。

３）報告された事例は、医療安全管理室でとりまとめ、医療事故防止等検討委員会

で事例の把握ならびに原因分析に基づいた防止対策・改善策について審議し、リ

スクマネージャー会議やＲＭニュースを通じて院内に再発防止策を周知徹底する。

４）インシデント・アクシデントレポートは、報告により当事者が不利益を受けな

いことを担保するために、原則非公開とする。

５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針

１）医療事故等が発生した場合は、当院の総力を結集して、患者の救命と被害の拡

大防止に全力を尽くす。また、当院内のみでの対応が不可能と判断された場合に

は、遅滞なく他の医療機関の支援を求めるものとする。

２）患者・家族への説明は、事故発生後、救命措置の遂行に支障を来たさない限り

可及的速やかに、事故の状況、現在実施している回復措置、その見通し等につい

て各担当医・部門長等が誠意をもって正確に説明する。

３）重大医療事故が発生した場合には、発生した事故情報の把握、原因究明、対応

策及び再発防止策の検討を速やかに図るため、「重大医療事故報告制度の流れ」

に基づき対応する。

４）対応した職員は、その事実および説明内容を診療録に記録する。

６．医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針

  医療安全管理のための理念をホームページに掲げるとともに、「名古屋市立大学

病院医療事故等公表基準」に基づき医療事故等を公表することにより、より透明な、

より安全な医療システムを確立し、尊い生命を預かる病院として信頼できる質の高

い医療を提供する。

７．患者からの相談への対応に関する基本方針

１）患者及びその家族から医療に関する相談に対して適切な対応及び情報提供等の

支援を行うために、患者相談室を設置する。誠実に対応するとともに相談により

患者等が不利益を被らないこと及び患者等の情報の保護のために適切な配慮を講

じるものとする。

２）医療安全に関わる苦情や相談については、医療事故防止等検討委員会やリスク



マネージャー会議等に詳細に報告し当院の医療安全対策の見直し等に活用する。

８．その他医療安全の推進のために必要な基本方針

  医療安全をより推進させるために、「リスクマネージメントマニュアル」は定期

的（年１回）及び随時改訂し、その内容を病院全職員へ周知・徹底する。また、医

療安全確保体制の見直しを行うとともに、他機関からの情報収集に努め医療安全の

改善・推進を図る。

９．本指針の周知ならびに見直し及び改訂

１）本指針の内容は、医療事故防止等検討委員会を通じて、全職員に周知徹底する。

２）医療事故防止等検討委員会は、少なくとも毎年 1 回以上、本指針の見直しを

議事として取り上げ検討するものとする。

附 則

 本指針は、平成 19 年 12 月 1 日から施行する。

附 則

 本指針は、平成 23 年 4 月 14 日から施行する。

附 則

 本指針は、平成 26 年 5 月 20 日から施行する。



２５ 医療事故防止等検討委員会設置要綱            

１ 設 置 

  名古屋市立大学病院（以下「本院」という。）に、医療事故等の防止及び患者の安全 

 確保を目的として、医療事故防止等検討委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 組 織 

 (1) 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

 (2) 委員長は、病院長とし、副委員長は、副病院長（安全管理担当）とする。 

 (3) 委員長及び副委員長の任期は、病院長及び副病院長の任期と同じとする。 

 (4) 委員は、次の各号に掲げる者とする。 

一 病院部長会で選出された部長２名（内科系１名、外科系１名） 

二 病院長が指定する診療科（内科、外科においては医学部の講座単位とする。）及び中央部門から選出

された教員６名［内科系２名、外科系２名、中央部門１名、感染制御室1名］ 

  三 物品供給センター長（医療機器安全管理責任者） 

四 看護部部長 

五 薬剤部長（医薬品安全管理責任者） 

六 管理部長 

七 医療安全管理室副室長及び主幹（専従） 

  八 外部有識者２名 

３ 議 事 

  委員会は、次の事項を審議する。 

  (1) 安全管理体制の確保に関すること 

  (2) 安全管理のための教育・研修に関すること 

  (3) 医療事故防止のための周知、啓発及び広報に関すること 

  (4) 医療事故等の事例検討及び事故防止策に関すること 

  (5) 医療事故発生時における検証と再発防止対策に関すること 

  (6) 医療事故等の公表に関すること 

  (7) その他医療事故の防止に関すること 

４ 会 議 

 (1) 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

 (2) 委員長に事故ある時は、副委員長がその職務を代行する。 

 (3) 委員会は、委員２分の１以上の出席がなければ開くことができない。 

 (4) 委員長が必要と認めるときは、委員以外のものに出席を求め意見を聴くことができる。 

 (5) 委員会は、月一回程度開催するとともに、重大な問題が発生した場合は適宜開催する。 

５ 庶 務 

  委員会の庶務は医療安全管理室において処理する。 

６ その他 

  この要綱に定めるもののほか、事故防止に関して必要な事項は医療事故防止等検討委員会において定める。 

附 則 
 １ この要綱は、平成１２年１月６日から施行する。 
 ２ この要綱施行日に選任された委員長及び指名された副委員長の任期は、この要綱に 
  係わらず平成１３年３月３１日までとする。 
   附 則 
 この要綱は、平成１２年７月６日から施行する。 

附 則 
 １ この要綱は、平成１３年２月１日から施行する。 
 ２ この要綱施行日においての副委員長は、副病院長が選任されるまでの間、本要綱施行日以前の委員長が職務を

代行するものとし、その任期は、副病院長選任時までとする。 
   附 則 
 この要綱は、平成１５年１月７日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則 
 この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 
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附 則 
 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 
 この要綱は、平成２６年５月２０日から施行する。 



安全管理の体制確保のための職員研修の実績 
 （平成25年度）

研修区分 開催日 
対象 

職員 

参加 

人数 
時間 内容 

新規採用者研

修 

4/1 全職員 202名 6時間 

・病院長訓示・講話 

・医療倫理について 

・病院マネジメントについて 

（個人情報保護について） 

・医薬品の安全管理について 

・診療録管理について 

・保険診療について 

・防災計画について 

4/2 全職員 189名 6時間15分 

・接遇について 

・医療の安全対策について 

・院内感染対策について 

安全管理研修

Ⅰ 
5/30 

新規看護

職員 
113名 3時間 

・みんなで学ぼうＫＹＴ（講義） 

・4ラウンドＫＹＴ（演習） 

緊急時の看護

（ＢＬＳとｺｰ

ﾄﾞﾌﾞﾙｰ養成を

含む） 

6/13 

6/7 

6/27 

新規看護

職員 
114名 4時間30分 

・ＢＬＳの実際（演習） 

・コードブルーシステムと要請時の注

意 

・気管挿管時の看護（演習） 

・緊急時の対応（演習） 

安全管理研修

Ⅱ 

6/24 

7/1 

11/25 

11/29 

看護師 

2年目 
120名 4時間 

・看護師としての倫理と責務（講義）

・看護の安全性とＫＹＴ（講義） 

・インシデントレポートＫＹＴ（演習）

・職場内研修（6月～11月） 

・職場内研修発表会 

危機管理研修

会 
7/2  全職員 462名 1時間 

・ 重大事例報告会（医療安全管理

室） 

医薬品安全管

理における研

修会 

麻薬講習会 

7/9 全職員 240名 1時間 

・ 麻薬の取り扱いについて（松尾薬

剤師） 

・ オピオイドローテーションにつ

いて（丹村薬剤師） 
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研修区分 開催日 
対象 

職員 

参加 

人数 
時間 内容 

中途採用者研

修会 
7/18 全職員 

15 名

（ 資

料 確

認 8

名） 

1時間 

・ 安全管理（中沢副室長） 

・ レポート報告について（髙木主

幹） 

・ 院内感染予防対策（中村室長、長

崎副室長） 

医療事故防止

講演会 
8/5 全職員 464名 1時間 

テーマ：安全対策の落とし穴：思い込

み「～のはず」に潜むワナ」

講師：田中健次氏（電気通信大学大学

院情報システム学研究科 教授）

静脈注射研修

Ⅰ 

8/16 

8/19 

看護師 

1年目 
110名 4時間 

・ 静脈内注射実施における看護師

の法的責任（講義） 

・ 静脈注射に必要な知識と技術他

（講義） 

・ 側管ワンショット静脈注射（演

習） 

・ 翼状針一時点滴（演習） 

静脈注射研修

Ⅱ 

10/8 

10/17 

看護師 

2年目他 
117名 2時間 

・ 静脈穿刺のための血管のアセス

メント 

・ 静脈穿刺における合併症 

・ 点滴静脈注射の穿刺と固定に使

用する医療機材（講義） 

・ 点滴静脈注射の実際（演習） 

臨時危機管理

研修会 
12/13 全職員 443名 30分 

・ 重大事故報告会（医療安全管理

室） 

第2回医療事

故防止講演会 
1/7 全職員 476名 1時間 

テーマ：全職員で取り組む医療安全～

高いリスクと信頼の中で～ 

講師：長尾能雅氏（名古屋大学医学部

附属病院 副病院 医療の質・安

全管理部 教授） 

ＢＬＳ研修 

1/22 

2/12 

2/26 

3/26 

看護職員 44名 1時間20分 ・ ＢＬＳの実際（演習） 

中途採用者研

修会 
2/5 全職員 

17 名

（ 資

料 確

認 8

名） 

1時間 

・ 安全管理（戸澤副室長） 

・ レポート報告について（髙木主

幹） 

・ 院内感染予防対策（中村室長、長

崎副室長） 



研修区分 開催日 
対象 

職員 

参加 

人数 
時間 内容 

第2回危機管

理研修会 
2/5 全職員 497名 1時間45分 

・ 重大事例報告会（医療安全管理

室） 

・ 医療安全全国共同行動ワーキン

グ活動報告会（各８グループの発

表） 

・ ＡＥＤの使用方法について（笹野

救命救急センター長） 

人工呼吸器の

取扱研修 

2/21 

3/17 
看護職員 18名 2時間 

・ 人工呼吸器（E100、E500）の基本

的知識と操作方法を学ぶ（演習）

臨時危機管理

研修会 
3/26 全職員 423名 30分 

・ 重大事例報告会（医療安全管理

室） 

安全管理リン

クナース会① 
6/20 看護師 30名 2時間 

・ はじめに 担当委員挨拶

・ 今年度の安全管理リンクナース

会活動目標・計画について

・ グループワーク（テーマ：ダブル

チェックが基準通りに行えない

状況はどんな時？どうしたら基

準通りに確認出来る？）

安全管理リン

クナース会② 
8/15 看護師 32名 2時間 

・ はじめに

・ 注射薬ダブルチェック方法の基

準化について

・ 転倒転落事故防止について

安全管理リン

クナース会③ 
10/17 看護師 30名 2時間 

・ はじめに

・ グループ討議（注射薬ダブルチェ

ックラウンド実施後の意見交換、

根拠に基づいたダブルチェック

項目の再考）

・ 転倒転落事故防止について

・ グループワーク発表

安全管理リン

クナース会④ 
12/19 看護師 31名 2時間 

・ はじめに

・ 注射薬ダブルチェックについて

・ グループ討議

「転倒転落についての取り組み

のまとめ」（情報共有）

・ グループワーク発表・質疑応答

安全管理リン

クナース会⑤ 
2/20 看護師 30名 2時間15分 

・ はじめに

・ 転倒転落対応の意識調査結果に

ついて

・ 活動報告



研修区分 開催日 
対象 

職員 

参加 

人数 
時間 内容 

・ ミキシングダブルチェック実施

状況結果

・ リンクナースに期待すること

・ リンクナース活動 講評および

総括

平成 25 年度安全管理研修会・教育検討会

主催側 回数 参加数

安全管理主催 10 回 3,428 名

看護部安全管理リンクナース会 5 回 636 名

看護部主催 7 回 153 名

合 計 22 回 4,217 名



Ⅰ．指針 - 1 

Ⅰ．名古屋市立大学病院院内感染対策のための指針 

１ 院内感染対策に関する基本的考え方

患者とその家族、職員、委託職員、学生等院内すべての人々を院内感染から守る

ための効果的予防及び管理を実践する。

手指衛生をはじめとする標準予防策、あるいは必要に応じて感染経路別予防策を

追加しての実践や、抗菌薬の適正使用を推進できるよう、医療従事者全員に指導・

教育を徹底する。

また最新情報に基づき現行の感染対策を常に評価し改善していく。

２ 名古屋市立大学病院における感染を積極的に防止し、院内の衛生管理に万全を期

するため、感染対策委員会を置く。【感染対策委員会規約】

３ 院内感染対策のための病院職員に対する研修に関する基本方針

（１）院内感染対策講演会の開催

毎年 2 回、全職員を対象に院内感染対策の意識向上を図るため講演会を開催す

る。

（２）毎年 4 月に、新規採用教職員に対して院内感染対策に関する研修会を実施する。

（３）毎年 2 回、本院への中途採用者に対して院内感染対策に関する研修を行う。

４ 感染症の発生状況の報告に関する基本方針

中央臨床検査部にて院内感染を疑わせる病原微生物を検出した場合又は医療現

場にて院内感染の発生が疑われる場合には、担当医師及び看護師長へ報告する。報

告を受けた担当医師は、感染制御室に対応について指示をうけ、必要があれば、感

染症発生（診断）時の対応マニュアルに従い迅速に対応する。また、時間外に緊急

度の高い院内感染の発生が疑われる場合には、感染制御室員に対応について指示を

うける。

感染制御室は、当該事例について、感染対策委員会委員長（病院長）、感染対策

委チーム会委員長に報告する。

５ 院内感染発生時の対応に関する基本方針

院内感染発生を把握した場合には対応について感染制御室に指示をうける。感染

制御室は、緊急度に応じて対策について感染対策委員会委員長（病院長）、感染対

策委チーム会委員長に相談し、対策を指示・実施する。病院職員及び関連する所属

は、指示に基づいて感染症発生（診断）時の対応マニュアルに従い迅速に対応する。
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Ⅰ．指針 - 2 

６ 患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針

本指針は、患者等からの申請に応じて、閲覧に供する。閲覧を希望する者は、病

院長へ申し出ることとし、閲覧場所は管理部事務課とする。（受付窓口：管理部事

務課）

７ その他の院内感染対策の推進のための基本方針は必要に応じて病院長が別に定

める。

8 他医療施設職員等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針

本指針は、他の医療機関における感染対策整備の参考等としての申請に応じて、

閲覧に供する。閲覧を希望する者は、病院長へ申し出ることとし、閲覧方法は他医

療施設職員等の状況に応じ、管理部事務課が対応する。

附 則

この指針は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。

附 則

この指針は、平成 19 年 11 月 6 日から施行する。

  附 則

この指針は、平成 20 年 10 月 23 日から施行する。

附 則

この指針は、平成 23 年 5 月 17 日から施行する。



院内感染対策のための委員会等の開催状況 

（平成 25 年度）

回数 開催日 主な議事

第 1 回 25 年 4 月 25 日 

① 平成 25 年度新規感染対策委員 

② 平成 25 年度院内感染対策のための指針の確認について 

③ 平成 25 年 3 月分院内検査データについて     

④ 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

⑤ 平成 25 年 3 月分抗菌薬使用動向について 

⑥ 平成 24 年度針刺し・切創による血液・体液曝露の報告に

ついて 

⑦ 患者掲示板「感染症」項目の追加及び「感染症」結果表示

について 

⑧ 平成 25 年度第 1回感染対策講演会開催について 

⑨ 手術時手洗いのラビング法導入について 

第 2 回 25 年 5 月 23 日 

① 4 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

③ MRSA サーベイランス運用変更（案）について 

④ 感染対策講演会年間開催回数・内容について 

⑤ 平成 25 年度感染対策防止地域連携加算相互チェックにつ

いて 

⑥ 平成 24 年度第 3回感染対策講演会（結核講習会）eラーニ

ング受講状況について 

第 3 回 25 年 6 月 27 日 

① 5 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

③ 平成 25 年職員のワクチンスケジュールについて 

④ 手指衛生キャンペーンについて 

⑤ 感染対策委員会組織改編について 

⑥ 平成 25 年度第 1回感染対策講演会参加状況報告 

⑦ 感染性廃棄物分別の徹底について 

⑧ NCU インフェクションセミナー開催案内 

第 4回 25 年 7 月 25 日 

① 6 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について．

③ 4～6月分抗菌薬使用動向について 

④ 感染管理マニュアル改訂案について 

⑤ 感染対策委員会組織改編について

第 5回 25 年 8 月 22 日 

① 7 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

③ 感染管理マニュアル改訂（案）について 

④ 第 1回感染対策講演会 eラーニング受講率報告 

⑤ 感染防止対策加算活動について 

⑥ NCU インフェクションセミナー開催案内 

⑦ 抗酸菌検査について（依頼） 

⑧ 手指衛生キャンペーン作品展示・投票開始について 

⑨ ICT ニュース第 11号発行 

第 6回 25 年 9 月 26 日 
① 感染対策委員・感染対策マネージャーメンバーについて 

② 8 月分院内検査データについて 
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③ 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

④ 入院患者インフルエンザワクチン接種について 

⑤ 職員インフルエンザワクチン接種について 

⑥ 感染防止対策加算活動について 

第 7回 25 年 10 月 24 日 

① 9 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

③ 7～9月分抗菌薬使用動向について 

④ ICT 定期ラウンド（上半期）報告 

⑤ 平成 25 年度の針刺し・切創による血液・体液曝露状況（上

半期）報告 

⑥ エチレンオキサイドガス滅菌のエアレーション時間短縮

（案）について 

⑦ NCU インフェクションセミナー開催案内 

⑧ 平成 25 年度第 2回感染対策講演会日程について 

⑨ 針刺し時の時間外の感染症検査について 

⑩ 感染対策講演会受講促進に向けた取り組みについて 

⑪ 季節性インフルエンザの院内発生に関する対応について 

第 8回 25 年 11 月 28 日 

① 10 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について．

③ 感染管理マニュアル改訂（案）について 

④ 季節性インフルエンザ流行期における院内感染事例に対

する対応について 

⑤ 手指衛生キャンペーン実施報告について 

⑥ 感染防止対策加算活動について 

⑦ NCU インフェクションセミナーについて 

第 9回 25 年 12 月 26 日 

① 11 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

③ 医療監視報告 

④ 第 2回感染対策講演会開催について 

⑤ 周術期予防抗菌薬院内指針作成依頼について 

⑥ 医療監視報告 

⑦ NCU インフェクションセミナーについて 

⑧ 新型インフルエンザ等特定接種に係る登録について 

第 10 回 26 年 1 月 23 日 

① 12 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

③ 10～12 月分抗菌薬使用動向について 

④ 感染防止対策加算活動について 

⑤ NCU インフェクションセミナー報告 

⑥ 新型インフルエンザ等特別措置法に係るワクチン特定 

接種登録について 

第 11 回 26 年 2 月 27 日 

① 平成 26 年 1 月分院内検査データについて 

② 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

③ 感染管理マニュアル改訂案について 

④ 第 2回感染対策講演会出席状況報告 

⑤ NCU インフェクションセミナー開催案内 

⑥ 新型インフルエンザ等特別措置法に係るワクチン特定 

接種登録について 

第 12 回 26 年 3 月 27 日 
① 2 月分院内検査データについて 

② 平成 25 年（1～12 月）微生物検査まとめ 



③ 平成 25 年（1～12 月）薬剤耐性菌感染症報告 

④ 感染症・感染対策相談、カンファレンスの報告について 

⑤ 感染管理マニュアル改訂案について 

⑤ ICT 定期ラウンド報告 

⑥ 感染対策講演会受講促進について 

⑦ 26 年度感染対策委員会メンバーについて 



1 　医療機器の安全使用のための研修の実施状況(平成25 年4月～平成26年3月)（特定機能病院）

①　新しい医療機器の導入時の研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

(例)
2009/6/1
2009/6/3

人工呼吸器の取り扱い方 講義、講義映像の視聴 看護師 100

1 2013/4/3 手術支援ナビゲーションシステム　Stealth StationS7 講義 医師 6 中央手術部

2 2013/4/4 極小切開硝子体手術システム3CCDイメージングシステム 講義 医師 5 中央手術部

3 2013/4/10 手術支援ナビゲーションシステム　Stealth StationS7 講義 医師・看護師 15 中央手術部

4 2013/4/11 内視鏡TV装置　VISERA　ELITE 講義 医師 6 泌尿器科

5 2013/5/9 Smart Infusiom System 講義 看護師 16 ICU・CCU

6 2013/5/14 Smart Infusiom System 講義 看護師 17 ICU・CCU

7 2013/5/14 人工呼吸器　AVEA 講義 看護師 22 ICU・CCU

8 2013/5/16 Smart Infusiom System 講義 看護師 17 ICU・CCU

9 2013/5/16 人工呼吸器　AVEA 講義 看護師 14 ICU・CCU

10 2013/5/21 人工呼吸器　AVEA 講義 看護師 2 ICU・CCU

11 2013/5/20 人工呼吸器　AVEA 講義 臨床工学技士 6 MEセンター

12 2013/5/22 冷温水装置 講義 臨床工学技士 3 オペ前室

13 2013/5/23 間欠的空気圧迫装置（DVT予防装置） 講義 臨床工学技士 6 MEセンター

14 2013/7/3 リュープリン皮下注射 講義 看護師 11 8北

15 2013/7/3 リュープリン皮下注射 講義 看護師 4 産婦人科外来

16 2013/7/22 リュープリン皮下注射 講義 看護師 5 8北

17 2013/8/1 超音波診断装置　HIVISION　Preirus 講義 医師 2 乳腺内分泌外科

18 2013/8/5 微量血液凝固計（ﾍﾓｸﾛﾝｼｸﾞﾆﾁｬｰｴﾘｰﾄ） 講義 医師、看護師、臨床工学技士 5 人工透析部
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①　新しい医療機器の導入時の研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

19 2013/10/8 血液ガス分析装置 講義 看護師 9
ICU・CCU
医局費

20 2013/9/17 人工呼吸器　ＶｉＶｏ50 講義 看護師 10 NICU・GCU

21 2013/9/20 人工呼吸器　ＶｉＶｏ50 講義 看護師 10 NICU・GCU

22 2013/10/28 Nasal High Flow 講義 医師・看護師 8 救命救急センター

23 2013/11/12 乳児用呼吸モニター　ベビーセンス 講義 看護師 13 8北

24 2013/11/27～29
多項目自動血球分析装置XE-5000i
自動塗抹標本作製装置SP-1000i

講義・実技 臨床検査技師 1 中央検査部

25 2013/12/3 開放型保育器　インファウォーマン 講義 看護師 11 ICU・CCU

26 2013/12/3 口外TPSドリル 講義 看護師 20 中央手術部

27 2013/12/3 CORE　ストライカー 講義 看護師 20 中央手術部

28 2013/12/6 開放型保育器　インファウォーマン 講義 看護師 15 ICU・CCU

29 2013/12/9 開放型保育器　インファウォーマン 講義 看護師 12 ICU・CCU

30 2013/12/10 屈伸器OptiFlex 講義 看護師 6 12北

31 2013/12/10 ストライカー新腹腔鏡システム 講義 看護師 9 中央手術部

32 2013/12/12 屈伸器OptiFlex 講義 医師・看護師 10 12北

33 2013/12/12 屈伸器OptiFlex 講義 臨床工学技士 7 MEセンター

34 2013/12/17 ビセラエリート（気腹装置） 講義 看護師・臨床工学技士 23 中央手術部

35 2013/12/17 ストライカー　エアシール 講義 看護師・臨床工学技士 23 中央手術部

36 2013/12/18 ビセラエリート（気腹装置） 講義 看護師 21 中央手術部

37
2014/1/21、22、
23

全自動化学発光酵素免疫装置HISCL-5000 講義 臨床検査技師 8 中央検査部

38 2013/12/26 全自動血液凝固装置　CS-5100 講義 臨床検査技師 8 中央検査部

39 2014/1/8 電動エシュロン 講義 看護師 16 中央手術部



①　新しい医療機器の導入時の研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

40 2014/1/27 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 74 看護部

41 2014/1/28 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 19 看護部

42 2014/1/29 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 74 看護部

43 2014/2/3 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 16 看護部

44 2014/2/4 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 24 看護部

45 2014/2/6 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 39 看護部

46 2014/2/24 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 51 看護部

47 2014/2/25 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 29 看護部

48 2014/2/27 リードポイント 講義 医師、看護師、臨床工学技士 4 中央手術部

49 2014/2/27 病棟患者モニタリングシステム 講義・実技 看護師 65 看護部

50 2014/2/27～28 全自動血液凝固装置　CS-5100 講義 臨床検査技師 1 中央検査部

51 2014/3/11 Philips Veradius 講義 看護師・臨床工学技士 22 中央手術部

52 2014/3/11 ベラディウス（イメージ本体） 講義 看護師・臨床工学技士 19 中央手術部

53 2014/3/17 新生児・小児用人工呼吸器　VN500 講義 医師 4 NICU・GCU

54 2014/3/19 リードポイント 講義 看護師 16 中央手術部

55 2014/3/19 ネーザルハイフローシステム 講義 医師 5 救命救急センター

56 2014/3/19 新生児・小児用人工呼吸器　VN500 講義 看護師 7 NICU・GCU

57 2014/3/24 人工呼吸器　VN500 講義 看護師 6 NICU・GCU

58 2014/3/27～28 全自動化学発光酵素免疫装置HISCL-5000 講義 臨床検査技師 1 中央検査部



②　特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器に関する研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

1 2013/4/4 人工呼吸器 E-100M 講義 医師 1 15南

2 2013/4/10 人工呼吸器　e-500 講義 看護師 8 ICU・CCU

3 2013/4/23
高エネルギーX線発生装置（ﾄﾓｾﾗﾋﾟｰ・ﾘﾆｱｯｸ）
密封小線源放射線治療装置

講義 診療放射線技師 31 第6会議室

4 2013/4/25 人工呼吸器 E-100 講義 医師・看護師 15 12南

5 2013/4/26 人工呼吸器 E-100 講義 医師・看護師 12 12南

6 2013/4/30 人工呼吸器　V60 講義 臨床工学技士 7 臨床工学室

7 2013/5/2 人工呼吸器　Trilogy100 講義 医師・看護師・ME 13 人工透析室

8 2013/5/2 人工呼吸器　Trilogy100 講義 看護師 4 ９北

9 2013/5/7 人工呼吸器　Trilogy100 講義 看護師 6 NICU・GCU

10 2013/5/10 人工呼吸器　Trilogy100 講義 看護師 6 NICU・GCU

11 2013/5/14 人工心肺装置 講義 看護師 47 中央手術部

12 2013/5/17 人工呼吸器　BiPAP Vision 講義 看護師 19 14南

13 2013/5/21 人工心肺装置 講義 看護師 19 中央手術部

14 2013/5/23 人工心肺装置 講義 臨床工学技士 3 MEセンター

15 2013/5/28 除細動器XL 講義 看護師 14 ICU・CCU

16 2013/6/18 人工呼吸器　BiPAP Vision,V60 講義 看護師 16 ICU・CCU

17 2013/7/1 人工呼吸器 E-500 講義 看護師 17 9北

18 2013/7/18 閉鎖式保育器ｲﾝｷｭｰi 講義 臨床工学技士 8 MEセンター

19 2013/7/19 人工呼吸器　BIPAP　Vision 講義 看護師 27 15南

20 2013/7/22 人工呼吸器 E-500 講義 看護師 5 13北

21 2013/7/23 人工呼吸器 E-500 講義 看護師 10 13北



②　特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器に関する研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

22 2013/7/24 人工透析装置　DBB73+CHS350 講義 臨床工学技士 3 人工透析室

23 2013/7/25 人工呼吸器 E-500 講義 看護師 4 13北

24 2013/8/6 血液浄化装置（プラソートiQ21) 講義 看護師 2 人工透析室

25 2013/8/9 人工呼吸器 E-500 講義 看護師 13 15北

26 2013/8/12 人工呼吸器ハミングV 講義 看護師 3 NICU・GCU

27 2013/8/15 人工呼吸器SLE5000 講義 看護師 2 NICU・GCU

28 2013/8/20 血液浄化装置 講義 看護師 10 ICU・CCU

29 2013/8/22 人工呼吸器 E-100 講義 看護師 12 15南

30 2013/8/27 人工呼吸器840 講義 看護師 13 救命救急センター

31 2013/8/29 補助循環装置 講義・実技 臨床工学技士 8 MEセンター

32 2013/9/2 人工呼吸器 Trilogy O2 講義 看護師 11 15南

33 2013/9/3 人工呼吸器 Trilogy O2 講義 看護師 4 15南

34 2013/9/9 補助循環装置（IABP） 講義・実技 臨床工学技士 7 MEセンター

35 2013/9/17 補助循環装置（ECMO) 講義 看護師・医師 23 ICU・CCU

36 2013/9/17 補助循環装置（IABP） 講義 看護師 14 ICU・CCU

37 2013/9/26 除細動器 講義 臨床工学技士 7 MEセンター

38 2013/9/30 人工呼吸器 E-100 講義 看護師 11 11北

39 2013/10/1 人工呼吸器　ハミングV 講義 看護師 3 NICU・GCU

40 2013/10/3 人工呼吸器　SLE5000 講義 看護師 3 NICU・GCU

41 2013/10/15 補助循環装置　（PCPS） 講義 看護師 7 ICU・CCU

42 2013/10/18 人工呼吸器　Trilogy 講義 看護師 14 16北



②　特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器に関する研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

43 2013/10/21 人工呼吸器 E-500 講義 看護師 8 15南

44 2013/10/25 人工透析装置　DBB73 講義 看護師 12 人工透析部

45 2013/10/24 人工呼吸器 e360 講義 看護師 19 ICU・CCU

46 2013/10/29 人工呼吸器 e360 講義 看護師 10 ICU・CCU

47 2013/10/30 人工呼吸器 e360 講義 看護師 8 ICU・CCU

48 2013/10/31 血液浄化装置（ACH10) 講義・実技 臨床工学技士 7 人工透析部

49 2013/10/31
高エネルギーX線発生装置（ﾄﾓｾﾗﾋﾟｰ・ﾘﾆｱｯｸ）密封小線源放射線
治療装置

講義 診療放射線技師 26 中放部技師室

50 2013/11/11 人工呼吸器 840 講義 看護師 2 救命救急センター

51 2013/11/13 人工呼吸器 840 講義 看護師 18 救命救急センター

52 2013/11/14 人工呼吸器 840 講義 看護師 6 救命救急センター

53 2013/11/19 除細動器XL 講義 看護師 15 9北

54 2013/11/19 人工呼吸器 840 講義 看護師 7 ICU・CCU

55 2013/11/19 人工呼吸器 エビタ4 講義 看護師 7 ICU・CCU

56 2013/11/21 人工呼吸器　ハミングX 講義 看護師 5 NICU・GCU

57 2013/11/21 人工透析装置　DBB-73 講義 医師、看護師、臨床工学技士 24 人工透析部

58 2014/11/25 トリロジー 講義 看護師 6 11北

59 2013/11/28 除細動器XL 講義 看護師 5 9北

60 2013/11/28 人工呼吸器　ハミングX 講義・実技 看護師 4 NICU・GCU

61 2013/11/29 閉鎖式保育器　V-2100G 講義 看護師 9 8北

62 2013/12/10 閉鎖式保育器　V-2100G 講義 看護師 3 NICU・GCU

63 2013/12/3 人工呼吸器　ケアベントMRI 講義 医師、看護師 24 救命救急センター



②　特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器に関する研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

64 2013/12/17 補助循環装置　（PCPS） 講義 看護師 8 救命救急センター

65 2013/12/24 補助循環装置　（IABP　CS300） 講義 看護師 8 救命救急センター

66 2013/12/24 血液浄化装置　MA-03 講義・実技 看護師、臨床工学技士 5 人工透析部

67 2014/1/6 人工呼吸器　R100 講義・実技 臨床工学技士 6 MEセンター

68 2014/1/22 補助循環装置　（遠心ポンプ） 講義・実技 医師、臨床工学技士 8 循環器内科

69 2014/2/18 補助循環装置（ECMO) 講義・実技 看護師 23 ICU・CCU

70 2014/2/20 人工呼吸器　E100 講義 看護師 8 16北

71 2014/2/21 人工呼吸器　E100 講義 看護師 11 看護部

72 2014/2/27 人工呼吸器　SLE5000 講義 看護師 2 NICU・GCU

73 2014/3/17 人工呼吸器　E500 講義 看護師 7 看護部

③　①、②以外に実施している研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

1 2013/4/1 低圧持続吸引器　SD‐3000 講義 看護師 2 11南

2 2013/4/4 低圧持続吸引器　SD‐3000 講義 看護師 2 11南

3 2013/4/11 ペースメーカ 講義 臨床工学技士 3 ME

4 2013/4/22 自動搾乳器メデラシンフォニー 講義 看護師 6 NICU

5 2013/5/13 シリンジ・輸液ポンプ・モニター 講義・実技 看護師 57 4階第一会議室

（注）１　「特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器」とは、①人工心肺装置及び補助循環装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除細動装置
  　　（AEDを除く）、⑤閉鎖式保育器、⑥診療用高エネルギー放射線発生装置、⑦診療用放射線照射装置です。



③　①、②以外に実施している研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

6 2013/5/16 内視鏡 講義 医師 6 内視鏡部

7 2013/5/21 シリンジ・輸液ポンプ・モニター 講義・実技 看護師 57 5階第一会議室

8 2013/5/24 オムロンネブライザ　NU-17 講義 看護師 2 16階北

9 2013/6/20 ICD 講義 臨床工学技士 2 人工透析室

10 2013/6/20 メデラ搾乳器 講義 看護師 13 NICU・GCU

11 2013/6/24 ペースメーカ 講義 臨床工学技士 3 MEセンター

12 2013/6/24 CPAP 講義 看護師 13 10南

13 2013/6/28 ピジョン哺乳用乳首、搾乳器 講義 看護師 12 8北

14 2013/6/28 輸液ポンプ、シリンジポンプ 講義 看護師 22 看護部

15 2013/7/1 ICD 講義 臨床工学技士 3 MEセンター

16 2013/7/3 VUSプログラミングワイド 講義 医師 1 こころの医療センター

17 2013/7/10 ICD 講義 臨床工学技士 3 MEセンター

18 2013/7/16 体外式ペースメーカ 講義 看護師 9 ICU・CCU

19 2013/7/16 超音波ネブライザー　NEU17 講義 看護師 6 NICU

20 2013/7/22 メデラ搾乳器 講義 看護師 15 8北

21 2013/7/22 CPAP 講義 看護師 11 10南

22 2013/8/23 超音波メス　ソノサージ 講義 臨床工学技士 2 MEセンター

23 2013/9/2 小型シリンジポンプ　TE-361 講義 看護師 9 12南

24 2013/9/3 小型シリンジポンプ　TE-361 講義 看護師 5 12南

25 2013/9/17 モニタ　フロートラック 講義 看護師 14 ICU・CCU

26
2013/10/16、
10/31

縫合針 講義 看護師 24 中央手術部



③　①、②以外に実施している研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

27 2013/10/18 経皮血液ガスモニター 講義 看護師 12 NICU・GCU

28 2013/10/22 低圧持続吸引器　SD‐3000 講義 臨床工学技士 4 MEセンター

29 2013/10/22 経皮血液ガスモニター 講義 看護師 10 NICU・GCU

30 2013/11/10 在宅エポプロステノール 講義 看護師 9 14南

31 2013/11/11 ハイフローセラピーシステム 講義 看護師 17 15南

32 2013/11/14 在宅エポプロステノール 講義 看護師 11 14南

33 2013/12/16 加温加湿器　tkbMG7000 講義 臨床工学技士 4 MEセンター

34 2013/12/16 加温加湿器　tkbMG7000 講義 医師・看護師 14 NICU・GCU

35 2013/12/3 ベッドサイドモニタ　PVM-2701 講義 看護師 14 17北

36 2013/12/4 ベッドサイドモニタ　PVM-2701 講義 看護師 4 17北

37 2013/12/24 加温加湿器　tkbMG7000 講義 医師・看護師 9 NICU・GCU

38 2013/12/26 JMS輸液ポンプ　OT-818G 講義・実技 臨床工学技士 4 MEセンター

39 2013/1/15 アイノベント 講義 医師・看護師 12 NICU・GCU

40 2013/1/28 アイノベント 講義 看護師 8 NICU・GCU

41 2014/2/5 危機管理研修会（AED） 講義 全教職員 497 大ホール

42 2014/3/10 内視鏡システム 講義 医師・看護師 10 救命救急センター

43 2014/3/13、3/25 ビセラエリート（腹腔鏡本体） 講義 看護師・臨床工学技士 21 中央手術部

44 2014/3/17 HOT 講義 看護師 9 10南
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